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【創立50周年記念号】
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望
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光
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介
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楽
の
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護
老
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光
の
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別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　

い
や
し
の
館

老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業　

き
ら
め
き

老
人
・
障
が
い
者
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業　

ね
ぎ
ら
い

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン　

暖
心

居
宅
介
護
支
援
事
業
所　

ナ
イ
ス

児
童
福
祉
施
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し
ら
ゆ
り
保
育
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２
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３
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築
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①
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福
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五
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記
念
事
業
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式
典
・
祝
賀
会
・
講
演
会
）
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創
立
50
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年
記
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典
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新
規
採
用
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員
・
永
年
勤
続
者
表
彰
）
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新
し
い
年
が
明
け
、
既
に
二
カ
月
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
地
方
も
久
し
ぶ
り

の
大
雪
に
見
舞
わ
れ
、
大
変
な
思
い
を
な

さ
っ
て
い
る
方
々
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
存
じ

ま
す
。

　

昨
年
は
当
法
人
の
事
業
着
手
か
ら
50
周
年

を
迎
え
、
さ
さ
や
か
で
は
あ
り
ま
す
が
記
念

式
典
及
び
記
念
講
演
を
開
催
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多
く
の
皆
様
に
支
え

て
い
た
だ
い
た
感
謝
の
気
持
ち
を
お
伝
え
で

き
ま
し
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま

す
。
50
年
前
か
ら
今
日
ま
で
、
本
当
に
多
く

の
方
に
関
わ
っ
て
頂
き
成
長
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
各
事
業
所
も
先
人
の
施
設
長
、

職
員
の
皆
様
を
手
本
と
し
て
引
き
継
い
で
ま

い
り
ま
し
た
が
、
そ
の
間
様
々
な
法
改
正
の

波
に
打
た
れ
続
け
、
新
し
い
時
代
と
ニ
ー
ズ

の
変
化
へ
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
な
が
ら

も
、
皆
様
の
支
え
が
あ
り
、
常
に
前
を
向
き

な
が
ら
歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
こ
こ
ま
で

育
て
て
頂
き
ま
し
た
多
く
の
方
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　　

さ
て
、
い
よ
い
よ
４
月
か
ら
改
正
社
会
福

祉
法
が
施
行
と
な
り
、
変
革
を
自
覚
し
な
が

ら
社
会
福
祉
法
人
の
あ
る
べ
き
姿
を
追
求
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

公
正
取
引
委
員
会
は
９
月
５
日
に
、
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
の
開
設
主
体
に
つ
い
て
、
医

療
法
人
・
株
式
会
社
が
社
会
福
祉
法
人
と
対

等
の
立
場
で
参
入
出
来
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
す
る
介
護
分
野
に
関
す
る
報

告
書
を
ま
と
め
ま
し
た
。
理
由
は
、
介
護
対

象
者
の
需
要
ピ
ー
ク
に
お
け
る
２
０
２
５
年

問
題
に
対
し
介
護
の
大
き
な
政
策
課
題
だ
と

し
、
多
様
な
事
業
者
の
新
規
参
入
な
ど
競
争

を
活
発
化
さ
せ
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
供
給

量
の
増
加
や
質
の
向
上
、
人
材
不
足
の
解
消

が
図
ら
れ
る
と
し
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、

平
成
29
年
４
月
に
始
ま
る
社
会
福
祉
法
人
改

正
法
を
無
に
す
る
報
告
書
で
あ
る
と
し
て
、

多
く
の
福
祉
界
か
ら
反
発
の
声
が
上
が
り
、

大
き
な
禍
根
を
残
し
て
お
り
ま
す
。

　

時
代
の
早
い
流
れ
の
中
で
、
そ
の
価
値
観

は
常
に
変
動
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
流
れ
の
中
で
自
分
を
見
失
う
こ
と
な
く
、

私
ど
も
は
福
祉
事
業
を
継
続
し
て
い
く
た
め

に
、
し
ら
ゆ
り
会
に
大
き
な
根
と
幹
に
育
て

る
養
分
を
十
分
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
今
後
と
も
皆
様
と
共
に
頑
張
っ
て
歩
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

しらゆり第３２号
発 刊 に 寄 せ て
社会福祉法人 しらゆり会

   理 事 長     国 頭　正 治
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社
会
福
祉
法
人
し
ら
ゆ
り
会
は
、利
用
者
の
皆
様
へ
、�

そ
し
て
地
域
福
祉
充
実
の
た
め
次
の
五
つ
の
目
標
を
掲
げ
、

し
ら
ゆ
り
会
の
施
設
や
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
良
か
っ
た�

と
言
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
利
用

者
の
皆
様
への
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
し
ら
ゆ
り
会
は
、社
会
福
祉
事
業
の
主
た

る
担
い
手
と
し
て
、事
業
を
確
実
、効
果
的
か
つ
適
正
に
行

う
た
め
、自
主
的
に
そ
の
経
営
基
盤
の
強
化
を
図
る
と
と

も
に
、そ
の
提
供
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
並
び
に

事
業
経
営
の
透
明
性
を
図
り
、も
っ
て
地
域
福
祉
の
推
進

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

法
人
の
基
本
方
針

法
人
の
運
営
方
針

平
成
二
十
八
年
度重

点
目
標

一
．
人
権
の
尊
重

	
�（

利
用
者
の
基
本
的
人
権
の
尊
重
）

二
．�

良
質
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

	
�（

安
全
・
安
心
・
快
適
な
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
）

三
．
信
頼
性
の
確
保

	
�（

苦
情
の
申
し
出
に
対
す
る
親
切
な

対
応
）

四
．
地
域
福
祉
へ
の
貢
献

	
�（

地
域
の
皆
様
へ
社
会
福
祉
事
業
へ

の
理
解
促
進
及
び
知
識
普
及
）

五
．
法
令
遵
守

	
�（
法
令
の
遵
守
に
よ
る
適
切
な
運
営

と
透
明
性
の
確
保
）

しらゆり会役員・評議員名簿 （任期／平成27年３月８日から２年間）

職 氏名 現在の職業及び公職

理　事
評議員

国頭　正治
理事長

泉の園・希望の園・
ワークセンター島根施設長

国頭　正久 統括事務局事務局長
夢楽の郷・詔光の里施設長

比良　幸男 松江市議会議員
小林　良二 社会保険労務士

北川　　泉 島根県老人クラブ連合会評議員
（元島根大学学長）

須谷　　留 （元松江市民生児童委員協議会事務局長）

恩田　　要 松江市福祉推進委員
（元シンセイ技研㈱代表取締役）

森　　晴美 （元本会施設長）
錦織　　暁 （元栄徳商事㈱常務取締役）

職 氏名 現在の職業及び公職

評議員

三島　　進 松江市議会議員、㈲三島運輸役員
瀬崎　淳一 ㈲ベリーショップ専務取締役
山本　寿子 松江市社会教育委員
上田　恭己 松江栄養調理製菓専門学校校長
石田　正美 希望の園保護者会会長
花田　範久 山陰中央新報社論説委員
中島　　修 （元社会福祉事業団職員）
金築　　宏 島根銀行審査管理グループ部長
池田由美子 しらゆり千鳥保育園施設長

竹田　純子 （元本会施設長）
平成 27年 5月 22日就任

監　事
廣瀬　芳徳 （前栄徳商事㈱代表取締役）
柳原　知朗 （元松江市職員）

一
．�

社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
へ
の
対
応

	

ア	�

法
人
の
内
部
統
制（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）を
機
能
さ
せ

る
た
め
の
運
営
組
織
の
強
化

		

�　

理
事・理
事
長・理
事
会・評
議
員・評
議
員

会
及
び
監
事
の
権
限・義
務・責
任
等
の
明
確

化
を
図
り
、経
営
組
織
体
制
を
見
直
す
こ
と

に
よ
り
、ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化
を
図
る
。

	

イ	

事
業
運
営
の
透
明
性
の
向
上

		

�　

適
正
な
運
営
に
つい
て
広
く
国
民
に
対
す
る

説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
、財
務
諸
表
等
の
公

開
を
進
め
、よ
り
効
果
的
な
事
業
推
進
を
図

る
。

	

ウ	

地
域
社
会
への
貢
献

		

�　

他
の
事
業
体
で
は
対
応
で
き
な
い
様
々
な

ニ
ー
ズ
を
充
足
す
る
こ
と
に
よ
り
、地
域
社
会

に
貢
献
す
る
社
会
福
祉
法
人
と
し
て
の
責
務

を
果
た
し
て
い
く
。

二
．
五
十
周
年
事
業

	
�　

今
年
度
は
、法
人
運
営
の
大
き
な
節
目
と
な
る

「
五
十
周
年
」を
迎
え
る
。こ
れ
を
機
に
、新
た
に

革
新
を
生
み
出
す
活
力
を
創
出
す
る
た
め
周
年

事
業
を
計
画
し
、「
存
在
意
識
を
高
め
る
」、「
特

色
を
際
立
た
せ
る
」、「
福
祉
事
業
と
し
て
の
実
力

を
高
め
る
」視
点
で
事
業
を
実
施
し
、法
人
が
目

指
す
こ
れ
か
ら
の
方
向
性
へ
と
繋
げ
て
い
く
。

三
．
福
祉
人
材
確
保

	
�　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
量
の
拡
大
に
伴
っ
て
人

材
不
足
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
が
、法
人
組
織
的

強
み
を
活
用
し
な
が
ら
関
係
機
関
の
連
携
強
化

を
図
る
と
共
に
、職
場
環
境
改
善
に
取
り
組
み
、

人
材
確
保
を
進
め
て
い
く
。
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　本会創立 50 周年記念式典が、平成 28 年４月14日ホテ
ル宍道湖で開催されました。
　当日は、理事、監事を含む役員・職員約100 名が集い、
永年勤続表彰、新規採用職員紹介等が行われまいた。ま
た記念講演においては、島根県人権啓発推進センターの
啓発指導講師である藤原博詩氏をお招きしました。誰もが
暮らしやすい世の中になるようにと
の思いで設計されるユニバーサルデ
ザインについての講演は、我々福祉
に携わる者として非常に参考になり
ました。

年数 施設名 職名 氏名 採用年月日
２０年 詔 光 の 里 栄養士 曽田　恭代 平成6年4月1日

１０年

暖 心 主任 津田　恵子 平成17年6月1日
光 洋 の 里 支援員 大塚　悦子 平成18年4月1日
光 洋 の 里 支援員 濵田　直志 平成18年4月1日
統 括 事 務 局 主事 竹田　宏子 平成18年4月1日

施　設　名 職　名 氏　　名 採用年月日
泉 の 園 介護職員 錦織　　恵 平成28年4月1日
泉 の 園 介護職員 清水　大樹 〃
希 望 の 園 支援員 舟越　千代 〃
互 助 の 館 支援員 皆川喜久雄 〃
互 助 の 館 支援員 石橋美也子 〃
光 洋 の 里 支援員 濱岡　佑輔 〃
光 洋 の 里 調理員 野津　彩菜 〃
詔 光 の 里 介護職員 隠岐　圭美 〃
しらゆり保 育 園 保育士 平石好佐子 〃
しらゆり保 育 園 保育士 立川　　綾 〃
しらゆり保 育 園 保育士 山本　靖葉 〃
しらゆり保 育 園 保育士 近藤　郷美 〃
しらゆり保 育 園 調理員 藤田　　健 平成27年11月1日
しらゆり第２保育園 保育士 山本　智子 平成28年4月1日
しらゆり第２保育園 保育士 中田　　綾 〃
しらゆり第２保育園 保育士 松浦　静香 〃
しらゆり第３保育園 保育士 岡田　由衣 〃
しらゆり第３保育園 保育士 門脇　桂子 〃
しらゆり第３保育園 調理員 二村百合子 〃

施　設　名 職　名 氏　　名 採用年月日
しらゆり千鳥保育園 保育士 山本　麗華 〃
しらゆり千鳥保育園 保育士 森田　真奈 〃
しらゆり千鳥保育園 保育士 山内　紅葉 〃
しらゆり千鳥保育園 保育士 広江　瑞貴 〃
暖 心 機能訓練士 恩田　佑子 平成27年10月1日
統 括 事 務 局 主事 住田奈津樹 平成28年4月1日
統 括 事 務 局 主事 岡　　貢希 〃

■新規採用職員

新規採用職員

■永年勤続者

永年勤続者表彰

永年勤続（20年）

永年勤続（10年）

今年度は勤続 20 年の表彰者は１名、10 年の表彰者は�
４名となりました。
勤続 20 年を迎えると海外、10 年を迎えると国内への職
員特別研修視察に行くことが出来ます。

創立50周年記念式典
社会福祉法人しらゆり会
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平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
二

日
（
火
）
に
、
社
会
福
祉
法
人
し

ら
ゆ
り
会
創
立
五
十
周
年
を
記
念

し
、
ホ
テ
ル
一
畑
に
お
い
て
式
典

と
祝
賀
会
を
、
翌
日
の
二
十
三
日

（
水
）
に
は
、
辛
坊
治
郎
氏
を
お

迎
え
し
て
、
講
演
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
島
根
県
知
事
（
代

理
）、
松
江
市
長
、
境
港
市
長
、

し
ら
ゆ
り
会
役
員
、
万
寿
会
関
係

者
、
各
施
設
の
親
族
関
係
、
取
引

業
者
等
約
二
百
名
の
参
加
が
あ

り
、厳
粛
に
進
行
い
た
し
ま
し
た
。�

長
年
に
わ
た
り
施
設
へ
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
等
ご
協
力
を
賜
っ
た
二
十�

六
名
の
方
々
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、�

感
謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、

し
ら
ゆ
り
会
の
さ
ら
な
る
発
展
を

祈
念
い
た
し
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
で
は
、
冒
頭
に
し
ら
ゆ

り
千
鳥
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
し

ら
ゆ
り
太
鼓
が
あ
り
、
雄
大
な
太

鼓
の
音
に
参
加
者
は
感
動
し
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
株
式
会
社
島

根
銀
行
頭
取
青
山
泰
之
氏
の
乾
杯

の
音
頭
で
、
終
始
楽
し
い
雰
囲
気

の
中
、
進
行
し
ま
し
た
。
最
後
に

万
寿
会
の
副
会
長
で
、
島
根
電
工

株
式
会
社
代
表
取
締
役
社
長
荒
木

恭
司
氏
の
万
歳
三
唱
で
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人 

し
ら
ゆ
り
会  

創
立
五
十
周
年
事
業

〈
式
典
・
祝
賀
会
・
講
演
会
〉

特
集
①
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境
港
赤
十
字
奉
仕
団	

代
表	

伊
東
　
征
子 

様

家
庭
倫
理
の
会
山
陰	

会
長	

岩
本
　
裕
美 

様

お
し
ゃ
べ
り
た
ん
ぽ
ぽ	

代
表	

浜
田
　
照
美 

様

お
む
ら
内
科
ク
リ
ニッ
ク	

院
長	

小
村
　
秀
史 

様

大
町
歯
科
医
院	

院
長	

大
町
　
健
介 

様

詔
光
の
里
第
三
者
委
員		



角
　
　
正
治 

様

若
槻
内
科
医
院	

院
長	

若
槻
　
　
豊 

様

松
江
南
消
防
署	

署
長	

金
村
　
保
正 

様

竹
矢
公
民
館	

館
長	

角
田
　
千
年 

様

矢
田
町
内
会	

会
長	

松
浦
　
一
彦 

様

八
雲
病
院	

院
長	

角
南
　
　
眞 

様

鈴
木
内
科
医
院	

院
長	

鈴
木
　
重
道 

様

内
田
歯
科
医
院	

院
長	

内
田
　
朋
良 

様

運
営
推
進
会
議
委
員
会	

委
員	

持
田
　
高
行 

様

		


石
田
　
雅
士 

様

島
根
大
学
教
職
大
学
院	

教
授	

肥
後
　
功
一 

様

ぐ
ん
じ
歯
科
医
院	

理
事	

郡
司
　
恵
子 

様

お
は
な
し
の
森	

代
表	

中
倉
　
広
子 

様

		


須
田
　
良
子 

様

お
話
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン	

主
宰	

宇
田
　
祥
子 

様

矢
田
町
内
会	

婦
人
部
長	

菅
井
百
合
子 

様

		


飯
塚
　
雄
哉 

様

上
田
歯
科
医
院	

院
長	

上
田
　
雅
康 

様

（
以
上
二
十
六
名
・
順
不
同
）

		


山
田
　
友
也 

様

大
庭
ス
ワ
ン
ズ	

代
表	

伊
藤
　
幸
子 

様

翔
フ
ァ
ミ
リ
ー	

代
表	

渡
　
　
忠
昭 

様

泉
の
園
関
係

保
育
園
関
係

い
や
し
の
館
関
係

光
洋
の
里
関
係

詔
光
の
里
関
係

き
ら
め
き
関
係

夢
楽
の
郷
関
係
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記念式典

記念祝賀会
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ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
・
辛
坊
治

郎
氏
か
ら
記
念
講
演
の
冒
頭
に
、
父

親
が
自
衛
隊
美
保
基
地
に
勤
め
て
い

た
こ
と
も
あ
り
生
ま
れ
は
鳥
取
県
米

子
市
。
そ
の
後
に
宮
城
県
松
島
、
岐

阜
県
各
務
原
に
転
居
し
た
こ
と
を
自

己
紹
介
後
、
講
演
開
始
。
約
八
百
人

も
の
来
場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

●�

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
の
朝
番

組
「
Ｚ
Ｉ
Ｐ
」（
山
陰
で
は
日
本

テ
レ
ビ
の
30
分
を
含
め
て
早
朝
五

時
二
十
分
か
ら
二
時
間
）
を
毎
朝

担
当
し
て
い
る
。

●�

番
組
を
担
当
し
て
言
え
る
こ
と

は
、
１
人
ひ
と
り
が
自
分
の
頭
で

考
え
て
未
来
を
読
み
解
く
こ
と
。

そ
の
た
め
に
は
正
し
い
情
報
の
見

極
め
が
大
切
だ
。

●�

日
曜
日
に
も
一
つ
番
組
「
そ
こ
ま

で
言
っ
て
委
員
会
」
を
担
当
し
て

い
る
。
そ
こ
で
は
年
金
問
題
等
で

き
る
だ
け
正
し
い
こ
と
を
伝
え
る

良
質
の
情
報
提
供
を
心
掛
け
て
い

る
が
、
自
分
宛
の
番
組
へ
の
理
不

尽
な
ク
レ
ー
ム
も
多
い
。

●�

一
概
に
言
え
な
い
が
、
東
京
メ
デ�

ィ
ア
は
、
基
本
的
に
権
力
に
近
い

が
ゆ
え
に
、
建
前
と
か
役
所
の
公

式
見
解
し
か
伝
え
な
い
。
本
当
の

こ
と
が
皆
さ
ん
の
と
こ
ろ
に
伝
わ�

っ
て
い
な
い
の
で
は
。
役
所
の
規

制
も
強
く
自
動
運
転
や
自
動
ブ
レ�

ー
キ
等
の
先
端
技
術
開
発
が
遅
延

し
た
こ
と
も
あ
る
。
東
京
発
の
情

報
を
う
の
み
に
す
る
の
で
は
な
く
、�

地
元
密
着
メ
デ
ィ
ア
を
信
用
し
た

ほ
う
が
い
い
と
思
う
。

●�

今
や
、急
速
に
進
む
Ｉ
Ｐ
Ｓ
技
術
。

先
端
医
療
、
高
額
医
療
も
健
康
保

険
制
度
の
適
応
に
な
る
。
日
本
の

健
康
保
険
制
度
は
世
界
一
で
、
こ

ん
な
制
度
を
持
っ
て
い
る
国
は
な

い
。
鳥
取
大
学
医
学
部
で
の
ロ

ボ
ッ
ト
手
術
（
ダ
ヴ
ィ
ン
チ
）
等

を
は
じ
め
、
地
方
で
も
最
先
端
医

療
も
受
け
ら
れ
る
。
医
療
や
福
祉

な
ど
地
方
が
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を

持
つ
時
代
に
な
っ
た
。

●�

今
な
お
夢
に
出
て
く
る
ヨ
ッ
ト
で

の
遭
難
。
体
験
を
し
て
人
生
感
が

変
わ
っ
た
。「
生
か
さ
れ
て
い
る

私
の
命
」
を
強
く
感
じ
、
今
日
々

を
過
ご
し
て
い
る
。
で
き
る
だ
け

多
く
の
経
験
を
積
ん
で
欲
し
い
。

辛 

坊
　 

治 

郎 

氏

ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー

未

来

を

見

通

す

～
正
し
い
判
断
に
必
要
な
こ
と
～

演題
講
演
骨
子
は
次
の
通
り
で
す
。
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し
ら
ゆ
り
保
育
園
は
、
昭
和
四	

十
二
年
に
、
し
ら
ゆ
り
会
の
最
初
の

施
設
と
し
て
開
園
し
、
翌
年
、
松
江

市
山
代
町
に
園
舎
が
完
成
、そ
し
て
、

運
営
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
平
成
二
十
二
年
に
、

国
道
四
三
二
号
バ
イ
パ
ス
新
設
ル
ー

ト
に
し
ら
ゆ
り
保
育
園
が
含
ま
れ
る

こ
と
が
判
明
し
、
移
転
先
候
補
地
の

選
定
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
に
移
転
先
地
と
し

て
、
松
江
市
大
庭
町
（
現
在
の
新
園

舎
）
を
正
式
に
決
定
し
、
計
画
が
進

行
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一

日
に
、
定
員
百
五
十
名
で
正
式
に
開

園
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
就
労
す
る
女
性
の
増
加
に

よ
り
、
保
育
所
へ
入
園
を
希
望
す
る

方
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
ら
ゆ
り
会

の
職
員
の
中
に
も
、
出
産
後
速
や
か

な
現
場
復
帰
を
希
望
す
る
者
も
い
ま

す
が
、
保
育
所
の
受
け
入
れ
が
難
し

一
、
新
園
舎
へ
の
移
転
に
つ
い
て

二
、
今
後
の
保
育
に
つ
い
て

〈開園／平成28年４月１日〉
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い
た
め
、
就
労
が
で
き
な
い
も
の
も

い
ま
す
。

　

し
ら
ゆ
り
会
に
お
い
て
は
、
四
園

全
て
の
定
数
を
百
五
十
名
と
い
た
し

ま
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
女

性
の
職
場
復
帰
を
後
押
し
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

し
ら
ゆ
り
会
の
保
育
園
で
は
、

「
健
」「
美
」「
和
」
を
保
育
目
標
に

掲
げ
、
健
康
な
心
と
体
を
育
て
、
豊

か
な
感
性
や
表
現
す
る
力
を
養
い
、

自
律
心
を
育
て
、
人
と
か
か
わ
る
力

を
養
い
ま
す
。

　

今
後
よ
り
一
層
努
力
を
重
ね
、
心

身
と
も
に
健
全
で
豊
か
な
情
操
を
養

い
、
な
か
よ
く
遊
べ
る
子
ど
も
を
育

て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

鉄骨造り１階建て
園舎概要
延 面 積／ 1829.62㎡
敷地面積／ 6487.34㎡

●平成22年1月
　移転先候補地選定開始
●平成24年11月
　移転先候補地決定
●平成26年10月
　園舎建築基本設計委託
●平成26年11月〜平成27年3月
　園舎敷地用地取得
●平成27年8月
　園舎設計監理委託
　園舎建築請負契約
●平成28年3月15日
　定礎式
●平成28年3月25日
　落成式
●平成28年3月28日
　定員120名で暫定開園
●平成28年4月1日
　定員150名で正式開園

移転新築工事経過

〈開園／平成28年４月１日〉
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昭
和
61
年
（
１
９
８
６
年
）
６
月

１
日
に
開
園
し
た
光
洋
の
里
は
、
今

年
30
周
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ

と
と
な
り
、
去
る
６
月
５
日
に
記
念

式
典
を
挙
行
い
た
し
ま
し
た
。
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
は
、
施
設
利
用
者
・
職
員

有
志
ら
で
奏
で
る
デ
ィ
ス
ク
ベ
ル
の

美
し
い
響
き
か
ら
で
し
た
。
式
典
に

は
、
行
政
や
地
域
の
方
々
な
ど
、
た

く
さ
ん
の
来
賓
の
皆
様
に
お
出
掛
け

い
た
だ
き
、
温
か
な
お
祝
い
の
言
葉

を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
開
園
当
初
よ
り
様
々
な
面

で
、
施
設
を
支
え
て
下
さ
っ
た
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
並
び
に
個
人
の
皆
様

全
員
に
感
謝
状
を
贈
呈
し
、
日
頃
伝

え
き
れ
な
い
感
謝
の
気
持
ち
を
表
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
恒
例
の
「
里
ま
つ
り
」

へ
と
移
行
し
、
記
念
ス
テ
ー
ジ
で
は

境
港
市
立
第
三
中
学
校
の
吹
奏
学
部

に
よ
る
演
奏
が
披
露
さ
れ
、
そ
の
迫

力
あ
る
音
に
圧
倒
さ
れ
、
魅
了
さ
れ

ま
し
た
。
同
時
に
園
内
各
所
で
は

様
々
な
催
し
物
が
行
わ
れ
、
地
域
の

方
々
や
親
族
の
皆
さ
ん
、
姉
妹
施
設

の
利
用
者
さ
ん
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
ご
来
場
頂
き
、
歓
声
や
笑
い

声
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

い
ま
30
年
前
を
語
れ
る
仲
間
は
、

利
用
者
さ
ん
、
職
員
と
も
に
わ
ず
か

な
人
数
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た

が
、
30
年
の
間
に
は
根
拠
法
が
変
わ

り
サ
ー
ビ
ス
の
体
系
も
大
き
く
変
化

し
ま
し
た
。
か
つ
て
は
ご
利
用
の
な

か
っ
た
子
供
さ
ん
た
ち
も
シ
ョ
ー
ト

ス
テ
ィ
や
日
中
一
時
支
援
で
来
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
施
設
の
日
常
は
大

き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
様
々
な
課
題
を
克
服

し
な
が
ら
、
障
が
い
者
支
援
の
あ
り

方
は
変
化
を
続
け
て
い
く
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
が
、
光
洋
の
里
は
ど
ん
な

時
代
で
あ
っ
て
も
、
常
に
障
が
い
の

あ
る
方
々
に
寄
り
添
い
、
そ
の
生
活

を
支
え
続
け
て
い
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

光
洋
の
里
開
園
30
周
年
を
祝
っ
て

理事長あいさつ

ディスクベルによるオープニング

感謝状贈呈

境港市立第三中学校吹奏楽部の演奏
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平
成
27
年
８
月
以
降
の
大
規
模
工
事
に

か
か
る
入
札
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

①
入
札
事
業
名
：
し
ら
ゆ
り
保
育
園

　
移
転
改
築
工
事（
一
般
競
争
入
札
）

１
．入
札
場
所
：
松
江
市
山
代
町

	

９
３
４–

５　

詔
光
の
里　

研
修
室	

２
．入
札
年
月
日
：
平
成
27
年
８
月
28
日	

３
．入
札
参
加
者
：
カ
ナ
ツ
豊
洋
特
別
共	

	
同
体
、松
江
土
建
・
ま
る
な
か
建
設	

	
特
別
共
同
体
、一
畑
工
業
・
幸
陽
建	

	
設
特
別
共
同
体

４
．入
札
結
果
：
落
札
業
者

	

松
江
土
建・ま
る
な
か
建
設
特
別
共	

	

同
体

	

落
札
額　

６
３
７
、２
０
０
、０
０
０
円	
	

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
込
み
）

５
．契
約
年
月
日
：
平
成
27
年
８
月
28
日	

②
入
札
事
業
名
：
光
洋
の
里

　
昇
降
浴
槽
更
新（
指
名
競
争
入
札
）

１
．入
札
場
所
：
松
江
市
山
代
町

	

９
３
４–

５　

詔
光
の
里　

研
修
室	

２
．入
札
年
月
日
：
平
成
28
年
８
月
28
日	

３
．入
札
参
加
者
：
鳥
取
医
療
器
㈱

	

米
子
営
業
所
、平
成
メ
デ
ィ
カ
ル
㈲

４
．入
札
結
果
：
落
札
業
者

	

鳥
取
医
療
器
㈱　

米
子
営
業
所

	

落
札
額　

６
、５
８
８
、０
０
０
円

	

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
込
み
）

５
．契
約
年
月
日
：
平
成
27
年
９
月
１
日	

③
入
札
事
業
名
：
し
ら
ゆ
り
保
育
園

　
旧
園
舎
解
体
撤
去（
指
名
競
争
入
札
）

１
．入
札
場
所
：
松
江
市
山
代
町

	

９
３
４–

５　

詔
光
の
里　

研
修
室

２
．入
札
年
月
日
：
平
成
28
年
８
月
１
日	

３
．入
札
参
加
者
：
松
江
土
建
㈱
、カ
ナ	
	

ツ
技
建
工
業
、ま
る
な
か
建
設
㈱
、

	

㈱
豊
洋
、㈱
植
尾
組
、㈲
ヨ
シ
オ
カ
営	

	

繕
、㈱
奥
田
組

４
．入
札
結
果
：
落
札
業
者

	

松
江
土
建
㈱

	

落
札
額　

１
５
、０
９
８
、４
０
０
円

	

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
込
み
）

５
．契
約
年
月
日
：
平
成
28
年
８
月
５
日	

④
入
札
事
業
名
：
希
望
の
園

　
倉
庫
外
装
改
修
工
事（
指
名
競
争
入
札
）

１
．入
札
場
所
：
松
江
市
山
代
町

	

９
３
４–

５　

詔
光
の
里　

研
修
室

２
．入
札
年
月
日
：
平
成
28
年
８
月
１
日	

３
．入
札
参
加
者
：
㈲
ヨ
シ
オ
カ
営
繕
、

	

安
島
工
業
㈱
、㈱
長
岡
塗
装
店
、

	

㈱
奥
田
組
、㈱
戸
島
工
業
所
、

	
㈲
舟
越
建
設

４
．入
札
結
果
：
落
札
業
者

	
㈲
舟
越
建
設

	

落
札
額　

２
１
、６
０
０
、０
０
０
円

	

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
込
み
）

５
．契
約
年
月
日
：
平
成
28
年
８
月
29
日	

⑤
入
札
事
業
名
：
夢
楽
の
郷

　
外
壁
改
修
工
事（
指
名
競
争
入
札
）

１
．入
札
場
所
：
松
江
市
山
代
町

　
　

９
３
４–

５　

詔
光
の
里　

研
修
室	

２
．入
札
年
月
日
：
平
成
28
年
８
月
１
日	

３
．入
札
参
加
者
：
松
江
土
建
㈱
、カ
ナ	

	

ツ
技
建
工
業
、一
畑
工
業
㈱
、ま
る
な	

	

か
建
設
㈱
、㈱
豊
洋
、㈱
植
尾
組

４
．入
札
結
果
：
落
札
業
者

	

ま
る
な
か
建
設
㈱

	

落
札
額　

２
３
、２
２
０
、０
０
０
円　

	

（
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
込
み
）

５
．契
約
年
月
日
：
平
成
28
年
８
月
５
日

　

苦
情
受
付
総
数
19
件
の
う
ち
７
件

が
職
員
に
対
す
る
苦
情
で
し
た
。
具
体

的
に
は
、
職
員
間
の
情
報
共
有
が
不
十

分
で
あ
る
こ
と
や
、
直
接
処
遇
さ
せ
て

頂
く
職
員
の
細
や
か
な
配
慮
が
不
足

し
て
い
る
等
の
内
容
で
し
た
。
ま
た
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
に
関
す
る
苦
情
が
７

件
、
利
用
料
に
関
す
る
苦
情
が
２
件
、

公
用
車
の
駐
車
方
法
等
に
関
す
る
苦

情
が
２
件
、
施
設
設
備
に
関
す
る
苦
情

が
１
件
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
お
申
し
出
頂
い
た
苦
情

に
対
し
、
早
急
な
対
応
を
心
掛
け
、
慎

重
か
つ
丁
寧
に
お
話
を
伺
っ
た
り
、
職

員
間
で
の
協
議
を
重
ね
た
り
す
る
こ

と
に
よ
り
解
決
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
お
申
し
出
頂
い
た
苦
情
を

真
摯
に
受
け
止
め
、
よ
り
良
い
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
出
来
る
よ
う
精
進
し
て

参
り
ま
す
。

苦
情
の
状
況
（
平
成
27
年
度
）

寄　付　者（敬称略） 施　設 寄　付　物　品
森義郎 光洋の里 寄付金

しらゆり保育園保護者会 しらゆり保育園 寄付物品
境港歌吉愛好会 光洋の里 寄付金

しらゆり保育園保護者会 しらゆり保育園 寄付物品
しらゆり第２保育園保護者会 しらゆり第２保育園 寄付物品
しらゆり千鳥保育園保護者会 しらゆり千鳥保育園 寄付物品
しらゆり第３保育園保護者会 しらゆり第３保育園 寄付物品

松江土建・まるなか建設特別共同企業体 しらゆり保育園 寄付物品
冨士不動産 しらゆり保育園 寄付物品
島根電工（株） しらゆり保育園 寄付物品
シンセイ技研（株） しらゆり保育園 寄付物品
こうの理化学 しらゆり保育園 寄付物品

平
成
27
年
度

寄
付
・
寄
贈

　

平
成
27
度
年
も
多
く
の
方
々
か
ら

善
意
の
御
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（掲載対象期間　平成 27年 4月 1日〜平成 28年 3月 31日）

入
札
結
果

最
近
の
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平成 27年度事業にかかる事業報告書・財産目録・賃借対照表・収支計算書及び監事の意見書についての情報は、統括事務局にて閲覧が可能となっていますのでご遠慮
なくお申し出下さい。〔統括事務局電話番号：0852-21-0789〕

●平成 27年度　施設整備事業
１．修繕関係
　　非常照明器具取替工事	 （詔光の里）
　　２階ベランダ補修工事	 （しらゆり第３保育園）
　　玄関サッシ改修工事	 （しらゆり千鳥保育園）
２．備品関係
　　非常用発電機（更新）	 （泉の里）
　　昇降浴槽（更新）	 （光洋の里）
　　新館居室エアコン（更新）	 （夢楽の郷）
　　スチームコンベクションオーブン（更新）	（詔光の里）
　　食器洗浄機（更新）	 （希望の園）
　　シーツローラー（更新）	 （希望の園）
　　全自動洗濯機（更新）	 （希望の園）
　　スーパーオーブン（更新）	 （希望の園）
３．基本財産取得
　　園舎移転新築	 （しらゆり保育園）

平成27年度決算状況

平成27年度決算状況
（社会福祉法人しらゆり会）

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

流 動 資 産 1,374,827,085 流 動 負 債 746,762,565
固 定 資 産 5,712,896,343 固 定 負 債 517,769,053

基 本 金 941,339,123
国庫補助金等特別積立金 1,585,653,593
そ の 他 の 積 立 金 1,017,000,000
次期繰越活動増減差額 2,279,199,094

資産合計 7,087,723,428 負債・純資産合計 7,087,723,428

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

サービス活動費用 2,130,386,520 サービス活動収益 2,269,111,076
サービス活動外費用 8,037,488 サービス活動外収益 41,172,677
特 別 費 用 442,079,241 特 別 収 益 454,730,406
当期活動増減差額 184,510,910

合計 2,765,014,159 合計 2,765,014,159

借　　　　方 貸　　　　方
科　　目 金　　額 科　　目 金　　額

事 業 活 動 支 出 2,051,481,861 事 業 活 動 収 入 2,312,028,705
施 設 整 備 等 支 出 931,835,180 施 設 整 備 等 収 入 762,752,266
その他の活動支出 116,933,889 その他の活動収入 13,834,335
当期資金収支差額 △ 11,635,624

合計 3,088,615,306 合計 3,088,615,306

（単位：円）

（単位：円）

（単位：円）

■貸借対照表　（平成28年3月31日現在）

■事業活動計算書　（自）平成27年4月1日　（至）平成28年3月31日

■資金収支計算書　（自）平成27年4月1日　（至）平成28年3月31日
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去
る
九
月
二
十
四
日
泉
の
園
に

美
人
さ
ん
た
ち
が
や
っ
て
来
た
。

と
言
っ
て
も
、
月
下
美
人
の
花
で

し
た
。
今
年
は
す
で
に
九
月
の
初

め
に
一
厘
咲
き
三
日
後
ま
た
一
厘

咲
き
、
そ
の
後
は
蕾
も
出
来
ず
ハ

ウ
ス
に
し
ま
っ
て
あ
り
ま
し
た

が
、
九
月
中
ご
ろ
に
沢
山
の
蕾
を

つ
け
た
の
で
再
び
外
へ
出
し
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
次
々
と
華
麗
な

花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
数
え
て
み

る
と
十
輪
以
上
の
花
を
咲
か
せ
、

見
る
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

月
下
美
人
は
、
そ
の
名
の
通
り

夜
に
し
か
咲
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

儚
く
一
晩
で
咲
き
切
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
朝
に
な
る
と
閉
じ
て
し
ま

い
そ
の
一
生
を
終
わ
り
ま
す
。
何

と
も
寂
し
く
悲
し
く
な
り
ま
す

が
、
咲
い
て
い
る
時
は
短
い
一
生

だ
け
に
綺
麗
で
あ
り
た
い
と
の
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

秋
の
夜
長
、
た
っ
た
一
日
限
り

の
た
め
に
咲
く
月
下
美
人
に
癒
さ

れ
る
時
間
で
あ
り
ま
し
た
。

　

私
は
今
、
居
宅
生
活
訓
練
を
し

て
い
ま
す
。
日
中
は
飲
食
関
係
の

職
場
で
働
い
て
い
て
、
調
理
補
助

と
農
園
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

働
き
始
め
て
一
年
半
が
過
ぎ
ま
し

た
。

　

農
園
で
は
、
野
菜
等
を
作
っ
て

い
ま
す
。
今
は
ほ
う
れ
ん
草
や
苺

を
作
っ
て
い
ま
す
。
苺
は
ク
リ
ス

マ
ス
に
向
け
て
育
て
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
年
も
暑
い
夏
で
し
た

が
、
何
と
か
乗
り
越
え
、
頑
張
る

事
が
出
来
ま
し
た
。

　

仕
事
は
大
変
で
す
が
、
楽
し
い

の
で
一
日
が
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
ま
す
。

　

休
日
に
は
、
買
い
物
を
し
た

り
、
散
歩
に
出
掛
け
た
り
出
来
る

の
で
、
毎
日
ル
ン
ル
ン
気
分
で
仕

事
に
も
取
り
組
む
事
が
出
来
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
今
の
仕
事
は

辞
め
ず
に
続
け
る
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

　

も
っ
と
も
っ
と
頑
張
っ
て
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
行
け
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
。

救護施設　泉の園

夜
に
美
人
さ
ん
た
ち
が
や
っ
て
来
た
…

沢山咲きましたわたし綺麗？

なんかお喋りしてるみたいですね

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

生
活
を
目
指
し
て
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松
江
市
内
の
高
校
３
年
生
で
あ

り
な
が
ら
山
陰
フ
ィ
ル
ジ
ュ
ニ
ア

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
に
所
属
し
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
、
原
夏
希
さ
ん
に
来

園
し
て
頂
き
、
バ
イ
オ
リ
ン
コ
ン

サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。
ア
ン

コ
ー
ル
曲
を
含
め
、
全
７
曲
の
演

奏
曲
を
生
活
介
護
利
用
の
方
や
、

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
で
働
く
利
用

者
の
方
々
に
多
目
的
ホ
ー
ル
に
設

置
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
会
場
で
聴
い

て
も
ら
い
ま
し
た
。
曲
目
は
利
用

者
の
皆
さ
ん
に
馴
染
み
の
あ
る

「
葉
加
瀬
太
郎
の
エ
ト
ピ
リ
カ
や
、

夏
の
思
い
出
、
ふ
る
さ
と
、
涙
そ

う
そ
う
、Let it go

、
花
は
咲
く
、

世
界
に
ひ
と
つ
だ
け
の
花
」
な
ど

で
あ
り
、
そ
の
曲
を
落
ち
着
い
た

雰
囲
気
の
中
で
、
聴
い
て
お
ら
れ

ま
し
た
。
40
分
あ
ま
り
の
コ
ン

サ
ー
ト
で
し
た
が
、
ア
ン
コ
ー
ル

も
多
く
、
質
問
コ
ー
ナ
ー
や
利
用

者
も
参
加
し
た
「
花
は
咲
く
」
で

は
、
元
気
良
く
踊
っ
た
り
、
歌
っ

た
り
、
歌
詞
カ
ー
ド
を
見
な
が
ら

口
ず
さ
む
人
が
い
た
り
と
、
心
が

洗
わ
れ
た
よ
う
で
、
楽
し
い
雰
囲

気
で
過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

以
前
、
他
県
で
起
き
た
障
害
者

施
設
の
凄
惨
な
事
件
を
受
け
て
、

希
望
の
園
で
も
犯
罪
事
件
に
巻
き

込
ま
れ
な
い
為
に
、
防
犯
の
ノ
ウ

ハ
ウ
や
不
審
者
に
対
す
る
対
応
に

つ
い
て
、
松
江
警
察
署
と
古
志
原

交
番
の
警
官
の
方
々
に
来
て
も
ら

い
、
警
察
官
が
犯
人
役
に
な
り
実

戦
形
式
で
の
防
犯
訓
練
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
後
に
、「
さ
す
ま
た
」

を
使
用
し
た
対
不
審
者
の
対
応
、

防
犯
や
利
用
者
の
安
全
を
守
る
為

の
意
識
的
な
行
動
、
道
具
の
使
い

方
、
迅
速
な
連
絡
や
連
携
等
に
つ

い
て
様
々
な
行
動
を
教
え
て
頂
き

ま
し
た
。実
践
訓
練
に
お
い
て
は
、

不
審
者
に
対
し
職
員
同
士
の
素
早

い
連
携
と
協
力
で
警
察
に
連
絡

し
、
む
や
み
に
不
審
者
に
威
圧
的

に
な
ら
ず
、
鍵
に
あ
る
個
室
に
誘

導
し
警
察
が
来
る
ま
で
閉
じ
込
め

る
事
が
出
来
て
い
ま
し
た
。
い
ざ

と
い
う
時
に
、
そ
の
場
で
対
応
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
職
員
は
、
１

人
で
取
り
押
さ
え
て
し
ま
お
う
と

思
わ
ず
、
出
来
る
方
法
と
自
分
の

身
や
周
囲
の
職
員
、
利
用
者
の
安

全
も
考
え
、
ど
の
様
な
対
応
が
よ

り
有
効
か
を
何
も
起
き
て
い
な
い

普
段
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
優
先

順
位
を
決
め
て
落
ち
着
い
て
行
動

を
と
る
事
が
大
切
で
あ
る
と
の
事

で
し
た
。

障がい者支援施設　希望の園

優
雅
な
バ
イ
オ
リ
ン
の
音
色
に
う
っ
と
り

刺
又（
さ
す
ま
た
）、初
め
て
使
用
し
ま
し
た

８０人の方が演奏を楽しみました
生演奏を近い距離で見れ、感動しました

侵入者とドア越しのやり取りを実践中
通報から警察官到着までの間、時間を稼ぎまし
たが、実際の時間が３倍くらい長く感じました

さすまた実践
動きを止めるポイントや、壁の利用の説明を
受けました

介護等体験実習中の大学生
に書いてもらったボードです
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私
が
相
談
支
援
業
務
に
つ
い

て
か
ら
、
半
年
が
経
ち
ま
し

た
。
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画

書
？
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
？
ア
セ
ス

メ
ン
ト
？
耳
慣
れ
な
い
言
葉
に

囲
ま
れ
、
未
知
の
世
界
に
来
て

し
ま
っ
た
ぞ
と
思
っ
た
の
が
正

直
な
印
象
で
し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
書
を

作
成
す
る
の
が
、
相
談
支
援
専

門
員
の
主
な
仕
事
で
す
。
本
人

の
想
い
に
寄
り
添
い
利
用
者
の

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
を
作
る
の
で
す

が
、
こ
れ
が
結
構
大
変
で
す
。

ま
ず
、
ご
本
人
と
の
関
係
づ
く

り
。
本
当
の
想
い
を
言
っ
て
頂

か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
言

わ
れ
な
く
て
も
汲
み
取
ら
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
関
係

づ
く
り
で
は
、
先
輩
方
を
見
て

い
つ
も
感
心
さ
せ
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
す
。
ど
う
し
て
相
手
の
心

を
ほ
ぐ
す
の
が
こ
ん
な
に
上
手

な
の
か
と
。
年
の
功
だ
け
で
は

な
い
と
思
う
の
で
す
が
…
。
さ

あ
、
本
人
の
想
い
が
聞
け
た
の

で
次
に
進
も
う
と
思
っ
た
ら
、

家
族
の
想
い
と
違
っ
て
い
た

り
。
諸
関
係
機
関
と
の
連
携
・

調
整
、
と
言
う
と
聞
こ
え
が
い

い
の
で
す
が
頭
を
さ
げ
て
お
願

い
す
る
こ
と
が
多
く
…
。
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
と
思
っ
た

ら
壁
に
ぶ
つ
か
り
探
し
た
り
考

え
た
り
怒
っ
た
り
…
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
の
仕
事
も
大

変
な
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
希
望
が
叶
っ
て
満
足
さ

れ
る
方
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が

入
っ
て
表
情
が
よ
く
な
っ
て
い

か
れ
る
方
な
ど
を
見
て
い
て
嬉

し
く
思
い
、
ま
た
感
謝
の
言
葉

を
か
け
て
頂
い
て
よ
か
っ
た
な

と
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

相
談
支
援
専
門
員
は
、
利
用

者
さ
ん
の
伴
走
者
。隣
に
い
て
、

安
心
す
る
な
～
と
思
わ
れ
る
存

在
に
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

田　

美
恵
子

　

互
助
の
館
に
居
ら
れ
る
利
用

者
の
中
に
は
、
市
内
を
自
転
車

で
移
動
さ
れ
る
方
が
居
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
利
用
者
さ
ん
が

安
全
に
自
転
車
に
乗
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
、
津
田
交
番
の

方
に
来
寮
し
て
も
ら
い
７
月
２

日
に
自
転
車
講
習
会
を
行
い
ま

し
た
。

　

講
義
で
は
無
施
錠
自
転
車
の

盗
難
は
防
犯
登
録
を
し
て
い
る

と
見
つ
か
る
可
能
性
が
高
く
な

る
こ
と
や
イ
ヤ
ホ
ン
で
音
楽
を

聴
い
て
の
走
行
は
違
反
に
な
る

こ
と
な
ど
防
犯
意
識
の
低
さ
に

と
て
も
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

ビ
デ
オ
講
習
で
は
交
通
標
識

や
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を
教
わ

り
、
道
路
交
通
法
の
改
正
な
ど

で
知
ら
な
い
ル
ー
ル
や
分
か
り

に
く
い
標
識
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。

　

自
転
車
点
検
で
は
各
自
持
参

し
た
自
転
車
の
点
検
と
乗
り
方

を
教
わ
り
ま
し
た
。
ラ
イ
ト
や

反
射
材
の
装
備
、
ブ
レ
ー
キ
の

効
き
具
合
、
防
犯
登
録
の
有
無

な
ど
不
備
が
無
い
よ
う
に
点
検

し
ま
し
た
。

　

自
転
車
講
習
で
交
通
ル
ー
ル

を
く
わ
し
く
知
る
こ
と
が
出

来
、
ま
た
防
犯
意
識
も
高
く
な

り
、
と
て
も
充
実
し
た
時
間
に

な
り
ま
し
た
。

交
通
ル
ー
ル
を
学
び
ま
し
た

共同生活援助事業　互助の館

自分の自転車をチェック！

本
人
の
想
い
に
寄
り
添
う

相談支援事業所　ねくすと

藤列
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私
た
ち
は
、
境
港
市
役
所
で
市

内
の
作
業
所
で
作
ら
れ
て
い
る
パ

ン
と
ク
ッ
キ
ー
販
売
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
。
場
所
は
市
役
所

の
正
面
玄
関
の
脇
で
す
。「
そ
れ

い
ゆ
」
と
い
う
名
前
が
つ
い
た
お

店
で
す
。

　

光
洋
の
里
が
お
手
伝
い
を
す
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
施
設
長
が

「
境
港
市
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
所
連
絡
会
」
に
出
席
さ
れ
た
時

に
、
販
売
を
実
施
し
て
い
る
作
業

所
さ
ん
か
ら
「
光
洋
の
里
さ
ん
も

お
手
伝
い
し
て
も
ら
え
な
い
か
。」

と
声
を
掛
け
ら
れ
た
の
が
き
っ
か

け
で
し
た
。

　

販
売
は
、
光
洋
の
里
は
一
週
間

の
う
ち
の
一
日
（
金
曜
日
）
だ
け

の
担
当
で
す
。

メ
ン
バ
ー
も
、

販
売
の
お
手
伝

い
を
希
望
し
た

人
で
、
販
売
時

間
も
３
時
間
半

と
長
い
の
で
、

そ
の
長
時
間
の

体
力
に
自
信
が

持
て
る
人
に
限

ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
、
場
所
が

正
面
玄
関
の
自

動
扉
の
横
で
す

の
で
、
冷
暖
房

設
備
が
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
の
た

め
、
夏
の
少
し

の
暑
さ
と
か
冬

の
少
し
の
寒
さ
に
は
、
な
る
べ
く

強
い
人
が
交
代
で
行
く
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
、
私
た
ち

障
が
い
者
に
は
、
真
夏
の
熱
風
の

よ
う
な
暑
さ
、
真
冬
の
凍
り
付
く

よ
う
な
寒
さ
は
と
て
も
厳
し
い

と
、春
の
４
月
か
ら
６
月
そ
し
て
、

秋
の
９
月
と
10
月
の
穏
や
か
な
期

間
の
５
ヶ
月
だ
け
実
施
す
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
場
合
は
、
何
を
す
る
の

に
も
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
側
な
の

で
、
販
売
を
す
る
と
い
う
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
側
の
経
験
や
機
会

は
全
く
な
く
、
自
分
が
ど
う
す
れ

ば
良
い
か
、
い
く
ら
頭
の
中
で
考

え
て
も
答
え
す
ら
出
て
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
お
ま
け
に
私
は
、
両
手

が
使
え
な
い
の
で
、
代
金
を
受
け

取
る
こ
と
も
、
お
釣
り
を
渡
す
こ

と
も
、
購
入
し
て
い
た
だ
い
た
商

品
を
袋
に
入
れ
て
渡
す
こ
と
も
で

き
ま
せ
ん
。こ
ん
な
や
り
と
り
は
、

一
緒
に
来
た
職
員
に
お
任
せ
す
る

し
か
な
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、

出
来
る
こ
と
と
云
え
ば
「
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
せ
」
と
「
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
言
い
な
が
ら

笑
顔
で
お
辞
儀
す
る
こ
と
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
お
客
様
が
途

絶
え
る
と
、
張
り
詰
め
た
気
が
緩

み
油
断
を
し
て
い
る
と
眠
気
が

襲
っ
て
き
て
、
大
き
な
ア
ク
ビ
が

出
そ
う
に
な
る
の
を
抑
え
る
の
に

苦
労
し
ま
す
の
で
、
こ
の
時
ば
か

り
は
、
途
絶
え
な
い
よ
う
に
お
客

様
が
来
て
頂
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
」
と
か
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」
が
初
対
面
の
お
客
様
に

言
え
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
良
い

経
験
で
も
あ
り
、
自
分
が
社
会
の

一
員
で
あ
る
と
い
う
証
の
よ
う
な

も
の
が
持
て
る
良
い
機
会
だ
と
思

い
ま
す
。

利
用
者　

山
﨑　

嘉
通

少し緊張しています

障がい者支援施設　光洋の里

新
鮮
な
体
験

初めての「いらっしゃいませ」「ありがとうございました」
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人
は
そ
れ
ぞ
れ
好
き
嫌
い
も

あ
れ
ば
得
意
不
得
意
も
あ
り
、

個
人
個
人
に
そ
の
目
を
向
け

れ
ば
大
き
な
差
が
あ
り
ま
す
。

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
島
根
で
は
、

身
体
・
知
的
・
精
神
に
障
が
い

を
持
つ
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
働
い

て
い
る
た
め
、
個
人
の
障
が
い

に
合
わ
せ
た
支
援
の
提
供
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

多
く
の
製
品
を
手
作
業
で
生

産
す
る
た
め
、
多
い
と
き
に
は

一
日
数
万
の
製
品
を
作
り
ま
す
。

納
期
や
、
不
良
率
を
下
げ
る
こ

と
な
ど
の
品
質
管
理
も
求
め
ら

れ
る
た
め
、
作
業
の
手
順
や
方

法
も
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　

同
じ
作
業
を
し
て
い
く
中

で
、
支
援
と
い
っ
て
も
一
人
ひ

と
り
必
要
と
す
る
場
合
は
た
と

え
同
じ
障
が
い
を
持
つ
人
た
ち

で
も
違
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
の
障
が
い
を
理
解
し
必
要
な

支
援
を
行
う
た
め
に
も
、
日
々

の
利
用
者
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
と
て
も
大
切
で

す
。

　

そ
の
中
で
も
私
た
ち
支
援
員

だ
け
で
は
な
く
、
障
が
い
を
持

つ
人
た
ち
同
士
の
助
け
合
い
の

場
面
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。
目

の
見
え
な
い
方
を
、
車
椅
子
の

方
が
声
掛
け
を
し
な
が
ら
一
緒

に
移
動
し
て
い
た
り
、
難
聴
の

方
に
手
話
を
教
わ
り
な
が
ら
話

を
し
た
り
し
て
い
く
中
で
、
気

遣
う
心
が
育
て
ら
れ
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
す
。
お

互
い
が
お
互
い
の
苦
手
な
こ
と

を
手
助
け
あ
う
こ
と
で
、
職
員

も
利
用
者
の
方
も
一
致
団
結
し

て
よ
り
良
い
製
品
を
作
る
こ
と

が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
た
め
に
も
日
々
、

利
用
者
の
方
と
の
繋
が
り
を
大

切
に
し
な
が
ら
、働
く
喜
び
や
、

自
立
し
た
生
活
の
サ
ポ
ー
ト
を

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。手話を教わっています。ムズカシイ〜！

お
互
い
の
理
解
が
支
援
へ
の
一
歩

就労継続支援Ａ型事業　ワークセンター島根

　

さ
ざ
な
み
で
は
、
午
後
を
中

心
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
創

作
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
他

に
も
近
隣
の
名
所
や
四
季
折
々

の
大
山
な
ど
に
出
掛
け
る
な
ど

利
用
さ
れ
る
方
の
障
害
に
合
わ

せ
、
考
慮
し
な
が
ら
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
中
の
ひ

と
つ
と
し
て
特
に
毎
年
恒
例
に

な
っ
て
い
る
十
月
の
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
施
設
内
パ
レ
ー
ド
に
向
け
た

取
り
組
み
を
次
の
よ
う
に
紹
介

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

ま
ず
初
め
に
利
用
者
、
職
員

一
緒
に
検
討
会
を
開
き
、「
今

年
の
テ
ー
マ
は
何
に
し
よ
う

か
」
か
ら
始
ま
り
、
で
は
、「
そ

れ
ぞ
れ
ど
ん
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の
衣
装
で
変
身
し
よ
う
か
、
ど

の
よ
う
な
材
料
で
作
ろ
う
か
」

な
ど
、
話
し
合
い
な
が
ら
作
り

上
げ
て
い
き
ま
す
。
こ
の
時
期

は
普
段
以
上
に
皆
さ
ん
楽

し
そ
う
に
参
加
さ
れ
、
衣

装
作
り
を
通
し
て
の
達
成

感
や
利
用
者
さ
ん
同
士
の

つ
な
が
り
、
そ
し
て
職
員

と
の
信
頼
関
係
が
よ
り
一

層
深
ま
る
良
い
機
会
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
様
に
、
こ
れ
か
ら

も
利
用
し
た
い
、
利
用
し

て
良
か
っ
た
と
言
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
職
員
一
同
創

意
工
夫
し
た
活
動
を
提
供

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
の
日
が
や
っ
て
来
た

生活介護事業　さざなみ

見事に変身！いかがでしょうか？
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春 
５
月
遠
足
が
あ
り
ま
し
た
。

水
木
し
げ
る
ロ
ー
ド
に
出
か
け
、

ち
ょ
っ
と
怖
く
て
可
愛
い
妖
怪
た

ち
に
出
迎
え
ら
れ
、
楽
し
く
散
策

し
ま
し
た
。
記
念
館
で
は
ど
こ
か

懐
か
し
い
気
の
す
る
妖
怪
が
多
数

展
示
さ
れ
て
お
り
、
皆
さ
ん
熱
心

に
見
入
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
気

持
ち
良
く
体
を
動
か
し
お
腹
も

減
っ
た
と
こ
ろ
で
遠
足
の
楽
し
み

の
一
つ
の
お
昼
ご
は
ん
の
時
間
で

す
。
境
港
の
海
の
幸
を
ふ
ん
だ
ん

に
使
っ
た
刺
身
や
て
ん
ぷ
ら
な
ど

の
料
理
に
皆
さ
ん
大
喜
び
、「
美

味
し
い
ね
」
と
会
話
も
弾
み
和
や

か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
お

土
産
を
買
っ
て
記
念
写
真
を
撮
っ

て
と
、
思
い
出
に
残
る
遠
足
に
な

り
ま
し
た
。

夏 

８
月
ミ
ニ
花
火
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ミ
ニ
と
は
言
え
本
格

的
な
も
の
で
、
打
ち
上
げ
花
火
は

と
て
も
迫
力
が
あ

り
、
あ
ち
こ
ち
で

歓
声
が
上
が
り
ま

す
。
ま
た
手
持
ち

花
火
で
は
、
手
元

の
綺
麗
な
花
火
を

見
つ
め
夏
の
夜
の

ひ
と
時
を
楽
し
み

ま
し
た
。
花
火
大

会
の
最
後
を
飾
る

の
は
「
ナ
イ
ア
ガ

ラ
の
滝
」
参
加
さ
れ
た
30
名
以
上

の
皆
さ
ん
が
花
火
大
会
の
終
わ
り

を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
拍
手
を
送

ら
れ
ま
し
た
。

秋 

10
月
秋
の
喫
茶
・
展
示
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
頃
皆
さ
ん

が
趣
味
や
サ
ー
ク
ル
活
動
で
創
ら

れ
た
作
品
が
誇
ら
し
げ
に
展
示
さ

れ
お
客
様
を
迎
え
ま
す
。
ど
の
作

品
も
心
の
こ
も
っ
た
力
作
揃
い
で

来
場
さ
れ
た
お
客
様
か
ら
も
「
す

ご
い
ね
」「
素
敵
だ
ね
」
の
声
を

た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
。
喫
茶

コ
ー
ナ
ー
と
な
っ
た
食
堂
で
は
手

作
り
の
ス
イ
ー
ツ
や
飲
み
物
で
た

く
さ
ん
の
方
を
も
て
な
し
ま
し

た
。
一
年
の
内
で
一
番
活
気
の
あ

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

冬 

12
月
餅
つ
き
を
行
い
ま
し

た
。
昔
な
が
ら
の
臼
と
き
ね
を
使

い
、
力
自
慢
の
男
性
陣
が
力
強
く

き
ね
を
ふ
る
い
、
合
い
の
手
と
の

呼
吸
も
ぴ
っ
た
り
と
、
餅
が
つ
き

あ
が
り
ま
す
。
つ
き
あ
が
っ
た
餅

は
女
性
陣
が
形
よ
く
丸
め
、
り
っ

ぱ
な
鏡
も
ち
も
出
来
上
が
り
、
お

正
月
を
迎
え
る
準
備
が
出
来
ま
し

た
。

　
「
春
夏
秋
冬
」
一
年
の
過
ぎ
る

の
は
あ
っ
と
い
う
間
に
感
じ
ま

す
。
様
々
な
行
事
に
よ
り
入
居
の

皆
さ
ん
に
充
実
し
た
楽
し
い
毎
日

を
過
ご
し
て
頂
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
笑
い
声
の

絶
え
な
い
夢
楽
の
郷
で
あ
る
よ
う

暖
か
い
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

「
春
夏
秋
冬
」
夢
楽
の
郷
の
一
年

軽費老人ホーム ケアハウス　夢楽の郷

力を込めてヨイショ！

見ごたえ満点ナイアガラの滝

妖怪ねこ娘に会いました。一緒にハイチーズ！
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10
月
12
日
、
今
年
も
い
や
し

の
館
の
恒
例
行
事
「
お
月
見
お

茶
会
」
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
同
様
、
季
節
の

野
菜
・
果
物
・
お
団
子
・
す
す

き
な
ど
季
節
の
物
を
し
つ
ら
え

た
ほ
か
、
ご
利
用
者
様
に
作
っ

て
頂
い
た
大
き
な
お
月
さ
ま
を

飾
り
、
お
月
見
の
雰
囲
気
を
感

じ
て
頂
け
た
か
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が

和
装
で
来
て
下
さ
り
、
普
段
と

は
違
う
雰
囲
気
に
皆
さ
ん
嬉
し

そ
う
に
カ
メ
ラ
に
顔
を
向
け
て

お
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
お
抹
茶
と
上
品
な

和
菓
子
を
い
た
だ
き
皆
で
今
年

の
五
穀
豊
穣
を
お
祝
い
し
、
来

年
の
豊
作
を
お
祈
り
し
な
が
ら

と
て
も
楽
し
い
お
茶
会
と
な
り

ま
し
た
。利
用
者
様
か
ら
は「
美

味
し
い
お
菓
子
だ
わ
」「
久
し

ぶ
り
に
お
抹
茶
を
頂
い
た
わ
」

な
ど
喜
び
の
声
を
聞
く
事
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
最
近
で
は
、
職
員
が

採
っ
て
来
た
め
だ
か
を
施
設
玄

関
で
飼
育
し
始
め
少
し
和
や
か

な
雰
囲
気
に
な
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

年
末
に
向
け
バ
タ
バ
タ
と
忙

し
く
な
り
ま
す
が
、
ご
利
用
者

の
方
々
に
は
穏
や
か
で
ゆ
っ
た

り
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

現
在
、
二
階
フ
ロ
ア
に
は
二
十
四

名
の
ご
利
用
者
様
が
生
活
さ
れ
て
い

ま
す
。
平
均
介
護
度
は
四
、
下
は

六
十
七
歳
か
ら
上
は
百
一
歳
の
方
々

を
、
十
二
名
の
個
性
豊
か
な
ス
タ
ッフ

で
、
日
常
生
活
の
お
手
伝
い
を
さ
せ

て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

誰
も
が
い
つ
か
は
、
自
分
以
外
の

人
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
な
が
ら
生
活

す
る
事
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
ご
本

人
に
と
っ
て
辛
い
事
だ
と
思
い
ま
す

が
、
ご
家
族
に
と
っ
て
も
同
様
の
事

が
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
で
、
今
年
度
二
階
で
は
、
二

つ
の
フ
ロ
ア
目
標
を
掲
げ
日
々
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

一
、�

拘
束
の
無
い
生
活
を
提
供
す
る
。

二
、�

ご
利
用
者
様
・
ご
家
族
様
に
寄

り
添
っ
た
支
援
を
提
供
す
る
。

　

当
た
り
前
の
事
だ
と
は
思
い
ま
す

が
、
大
切
な
ご
家
族
を
お
預
か
り
す

る
以
上
、
私
達
職
員
が
ご
利
用
者

様
お
一
人
お
一
人
に
対
し
き
め
細
や
か

な
ケ
ア
を
行
い
、
安
心
し
て
生
活
し

て
頂
け
る
よ
う
寄
り
添
う
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
ご
利
用
者
様
の

声
に
耳
を
傾
け
、ご
利
用
者
様
の「
し

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を
大
切
に
、

出
来
る
限
り
実
現
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
か
ら
、
今
回
は
『
ク
ッ
キ

ン
グ
』
の
様
子
を
お
伝
え
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
季
節
感
を
味
わ
っ
て
頂

こ
う
と
、
秋
に
「
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
」

作
り
を
行
い
ま
し
た
。
包
丁
を
片
手

に
真
剣
な
眼
差
し
で
さ
つ
ま
芋
を
切

る
作
業
や
、
一つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん

で
蒸
し
あ
が
っ
た
さ
つ
ま
芋
を
手
で

丸
め
る
作
業
な
ど
を
経
て
、
最
後
に

目
と
口
ば
し
を
付
け
て
可
愛
ら
し
い

〝
ひ
よ
こ
の
ス
ウ
ィ
ー
ト
ポ
テ
ト
〟
の

出
来
上
が
り
で
す
。
表
情
豊
か
な

ひ
よ
こ
達
。
ど
こ
と
な
く
誰
か
の
顔

に
も
似
て
い
る
物
も
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し

て
、
普
段
は
発
語
が
少
な
い
方
の
声

が
聞
け
た
り
、
笑
顔
が
見
れ
た
時
に

は
、
観
て
い
る
こ
ち
ら
も
嬉
し
く
な

り
ま
す
。

　

最
後
に
、
人
生
の
大
先
輩
で
あ
る

ご
利
用
者
様
と
一日
で
も
長
く
同
じ

時
を
過
ご
せ
る
よ
う
、
思
い
や
り
の

心
を
胸
に
、
ご
家
族
様
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
ス
タ
ッ
フ一同
最
善
を
尽
く

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
達
に
出
来
る
事

お
月
見
お
茶
会
を
終
え
て

可愛いひよこの
スイートポテトの
出来上がり

口腔体操の風景

特別養護老人ホーム　詔光の里

特別養護老人ホーム　いやしの館

今年は鉄瓶で本格的！！！

三宝に季節の品 を々しつらえて…

昔を思い出しておられるんでしょうか…



21v o l . 3 2  •  S h i r a y u r i

　

今
年
度
「
ね
ぎ
ら
い
」
で
は
、

移
動
支
援
に
お
い
て
通
学
支
援

が
始
ま
り
ま
し
た
。

大
庭
小
学
校
低
学
年
の
男
子
児

童
を
地
区
の
登
校
班
と
一
緒

に
、
付
き
添
い
な
が
ら
通
学
し

て
い
ま
す
。

　

毎
朝
７
時
20
分
に
ご
自
宅
に

迎
え
に
行
き
、
保
護
者
の
方
と

情
報
交
換
を
し
た
後
、
出
発
し

ま
す
。
途
中
、
車
の
交
通
に
気

を
付
け
た
り
、
班
か
ら
遅
れ
な

い
よ
う
気
を
付
け
、
約
45
分
か

け
て
大
庭
小
学
校
ま
で
歩
き
ま

す
。
し
り
と
り
を
し
た
り
、
言

葉
遊
び
を
し
た
り
歌
を
歌
っ
た

り
…　

普
段
ご
高
齢
の
方
へ
の

支
援
が
多
い
中
で
、
我
々
ヘ
ル

パ
ー
も
、
こ
の
男
子
児
童
か
ら

若
さ
と
元
気
を
貰
っ
て
い
ま

す
。

　

近
年
、
様
々
な
障
が
い
を
お

持
ち
の
お
子
さ
ん
も
増
え
て
お

り
、
事
情
に
よ
り
登
校
・
下
校

に
つ
い
て
お
困
り
の
保
護
者
の

方
も
多
い
で
す
。
そ
ん
な
保
護

者
の
方
の
負
担
軽
減
、
ま
た
児

童
に
と
っ
て
も
、
色
ん
な
大
人

と
関
わ
る
経
験
が
成
長
に
繋

が
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　

毎
日
同
じ
職
員
が
支
援
を
す

る
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
が
、
そ

れ
で
も
男
子
児
童
が
通
学
支
援

開
始
か
ら
、
一
度
も
学
校
を
休

む
事
な
く
元
気
に
通
学
し
て
く

れ
て
い
る
事
が
、
私
た
ち
に

と
っ
て
も
大
変
嬉
し
い
事
で

す
。

　
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
き
ら
め
き
」

で
は
様
々
な
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
や
行
事
等
を
用
意
し
、
ご
利

用
さ
れ
る
利
用
者
様
が
、
笑
顔

で
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま

す
。
何
気
な
い
そ
の
笑
顔
、
そ

こ
に
は
、「
お
は
よ
う
ご
ざ
い

ま
す
」
と
元
気
で
気
持
ち
の
良

い
挨
拶
を
す
る
事
か
ら
始
ま
り

ま
す
。
元
気
な
挨
拶
を
す
る

と
、
ご
家
族
様
、
ご
利
用
者
様

も
笑
顔
で
応
え
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
元
気
な
挨
拶
は
無
意
識
に

笑
顔
に
な
り
、
気
持
ち
良
く
一

日
が
始
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
会

話
が
始
ま
り
ま
す
。
ご
利
用
者

様
の
中
に
は
、「
人
と
の
接
点

が
無
い
」「
話
し
相
手
が
い
な

い
」
と
言
わ
れ
る
方
が
お
ら
れ

ま
す
。
毎
日
の
生
活
の
中
で
、

誰
と
も
気
持
ち
を
共
有
で
き
な

か
っ
た
り
、
孤
独
感
を
感
じ
た

り
す
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
暗

い
気
持
ち
に
な
り
笑
顔
が
消
え

て
し
ま
い
ま
す
。
利
用
日
の
朝

の
元
気
な
挨
拶
は
と
て
も
効
果

が
大
き
い
と
実
感
し
ま
す
。

　

御
利
用
者
の
皆
さ
ん
の
元
気

な
姿
を
見
る
と
ス
タ
ッ
フ
も
自

然
と
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
て
き
ま

す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
時

間
や
体
操
の
時
間
、
皆
さ
ん
張

り
切
っ
て
参
加
さ
れ
ま
す
。
そ

れ
は
き
っ
と
、
朝
の
元
気
な
挨

拶
の
効
果
だ
と
思
い
ま
す
。「
今

日
も
楽
し
か
っ
た
」「
ま
た
来

る
ね
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
る
ご

利
用
者
さ
ま
の
笑
顔
を
大
切
に

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
ら
め
く
笑
顔

毎
日
元
気
を
あ
り
が
と
う

「さぁ、手をつないで出発～！」　「しりとりしよう！」「りす」「すいか」…

今日も素敵な笑顔で過ごせました

老人デイサービス事業　きらめき

老人・障がい者ホームヘルプサービス事業　ねぎらい
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高
齢
の
ご
利
用
者
の
皆
様
は
、	

身
体
や
環
境
の
変
化
か
ら
日
常

の
様
々
な
場
面
で
生
活
の
し
に

く
さ
を
感
じ
る
事
が
あ
る
と
言

わ
れ
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
、
ご
利
用
者
の

Ａ
様
よ
り
、｢

左
足
の
付
け
根

に
で
き
た
傷
が
な
か
な
か
治
ら

ず
、
少
し
当
た
っ
た
だ
け
で
も

痛
い
。｣

と
の
話
を
伺
い
ま
し

た
。

　

実
際
に
部
屋
で
過
ご
さ
れ
る

時
の
様
子
を
見
せ
て
い
た
だ
い

た
所
、
ず
っ
と
使
っ
て
お
ら
れ

た
置
き
時
計
が
止
ま
っ
て
し

ま
っ
て
か
ら
は
、
寝
坊
を
し
て

は
い
け
な
い
と
い
う
不
安
か

ら
、
夜
間
は
左
側
の
掛
時
計
が

い
つ
で
も
見
え
る
よ
う
に
、
殆

ど
の
時
間
を
左
を
向
い
て
休
ん

で
お
ら
れ
た
事
が
分
か
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
置
き
時
計
の
電
池

を
新
し
い
も
の
に
入
れ
替
え

て
、
夜
休
ま
れ
る
時
に
は
そ
の

時
計
を
布
団
の
近
く
に
置
い

て
、
安
心
し
て
休
ん
で
い
た
だ

く
よ
う
お
話
を
し
ま
し
た
。
そ

の
翌
日
に
訪
問
し
た
ヘ
ル
パ
ー

に
、
昨
夜
の
就
寝
の
様
子
を
確

認
し
て
も
ら
っ
た
所
、「
何
ヶ

月
ぶ
り
か
で（
左
側
で
は
な
く
）

上
を
向
い
て
寝
る
こ
と
が
出
来

た
。
目
覚
ま
し
時
計
も
い
つ
も

起
き
る
時
間
に
鳴
っ
た
。」
と

喜
ん
で
話
し
て
下
さ
っ
た
そ
う

で
す
。

　

今
回
の
Ａ
様
の
よ
う
に
、
困

り
ご
と
の
原
因
を
一
緒
に
探

り
、
そ
の
結
果
少
し
で
も
本
人

様
の
生
活
が
し
や
す
く
な
る
事

は
、
関
わ
ら
せ
て
い
た
だ
く
私

た
ち
の
喜
び
で
も
あ
り
、
そ
の

よ
う
な
事
の
積
み
重
ね
が
仕
事

の
や
り
甲
斐
に
つ
な
が
る
と
感

じ
ま
す
。

　

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
、

理
学
療
法
士
と
し
て
、訪
問
リ
ハ

ビ
リ
業
務
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
は
、ま
だ
ま
だ
世

間
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
言
葉
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。訪
問
リ
ハ
ビ
リ

は
、病
院
や
施
設
で
行
う
リ
ハ
ビ

リ
で
は
な
く
、理
学
療
法
士
、作

業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士
が
、そ

の
方
の
ご
自
宅
を
訪
問
し
支
援

を
行
い
ま
す
。在
宅
準
備
が
整

い
、病
院
や
施
設
を
退
院
し
た

け
れ
ど
、実
際
に
生
活
し
て
み
る

と
想
像
以
上
に
大
変
で
あ
っ
た

り
、新
た
な
問
題
が
見
え
て
き

た
り
、ま
た
、リ
ハ
ビ
リ
を
す
る
機

会
が
減
っ
て
し
ま
い
、退
院
し
た

時
よ
り
も
身
体
の
調
子
が
悪
く

な
っ
た
り
と
、色
々
な
問
題
を
抱

え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。訪
問

リ
ハ
ビ
リ
で
は
、直
接
的
な
身
体

の
リ
ハ
ビ
リ
や
生
活
環
境
整
備
、

介
護
方
法
の
検
討
、社
会
資
源

と
の
架
け
橋
を
担
い
ま
す
。ご
利

用
者
様
や
ご
家
族
様
が
実
際
に

困
っ
て
お
ら
れ
る
生
の
声
を
聴
く

為
、病
院
で
行
う
リ
ハ
ビ
リ
と
は

違
う
難
し
さ
も
あ
り
ま
す
が
、

や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。ま
た
、

リ
ハ
ビ
リ
は
単
に
身
体
を
良
く

す
る
こ
と
だ
け
で
な
く
、「
趣
味
」

や「
役
割
」な
ど
、「
生
き
が
い
を

感
じ
る
こ
と
の
出
来
る
生
活
」を

再
獲
得
し
て
い
く
こ
と
に
意
味

が
あ
り
ま
す
。こ
の
こ
と
は
決
し

て
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、リ
ハ
ビ
リ
専
門
職
、特
に
訪

問
リ
ハ
ビ
リ
は
ご
利
用
様
が
、「
住

み
慣
れ
た
地
域
や
家
で
そ
の
方

ら
し
い
生
活
が
出
来
る
よ
う
に
」、

「
そ
の
方
に
と
っ
て
の
幸
せ
と
は

何
か
」を
考
え
る
こ
と
を
や
め
て

は
な
ら
ず
、目
標
実
現
の
為
支

援
を
続
け
て
い
く
責
任
が
あ
る

と
感
じ
て
い
ま
す
。

訪
問
リ
ハ
ビ
リ

～
趣
味
・
役
割
・
生
き
が
い
を
感
じ
ら
れ
る
生
活
を
支
え
る
～

困
り
ご
と
の
原
因
を
見
つ
け
る

特別養護老人ホーム　いやしの館

訪問看護ステーション　暖心

居宅介護支援事業所　ナイス

呼吸リハビリ中です
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温
か
い
木
の
ぬ
く
も
り
、
大
き

な
窓
か
ら
差
し
込
む
明
る
い
陽
の

光
に
包
ま
れ
た
新
園
舎
で
、
子
ど

も
た
ち
の
楽
し
そ
う
な
笑
い
声
が

響
き
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
全
て
の

保
育
室
に
囲
ま
れ
た
園
庭
で
な
ん

じ
ゃ
も
ん
じ
ゃ
の
シ
ン
ボ
ル
ツ

リ
ー
に
見
守
ら
れ
子
ど
も
た
ち
が

元
気
に
遊
ん
で
い
ま
す
。
園
舎

横
の
広
い
畑
で
は
三
歳
以
上
児
ク

ラ
ス
の
子
ど
も
た
ち
が
季
節
の
野

菜
を
栽
培
し
、
そ
れ
を
使
っ
て
の

ク
ッ
キ
ン
グ
活
動
も
行
っ
て
い
ま

す
。

　

風
土
記
の
丘
や
神
魂
神
社
な
ど

も
ぐ
っ
と
近
く
な
り
、
散
歩
に
で

か
け
た
り
、
以
前
か
ら
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
地
域
の
方
の
竹
林
で

筍
掘
り
を
す
る
な
ど
自
然
に
触
れ

る
体
験
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

新
し
く
長
者
原
の
地
に
引
っ
越

し
、
地
域
の
方
に
保
育
園
に
来
て

頂
い
て
園
舎
を
見
て
い
た
だ
い
た

り
、
園
児
と
の
交
流
も
始
め
ま
し

た
。
春
の「
は
じ
め
ま
し
て
の
会
」

の
時
か
ら
す
ぐ
に
親
し
く
な
り
、

握
手
を
し
た
り
話
も
弾
ん
で
い
る

子
ど
も
た
ち
で
し
た
。
秋
の
敬
老	

お
祝
い
会
で
は
、「
い
つ
も
家
に

い
る
と
聞
こ
え
て
く
る
和
太
鼓
の

音
が
気
に
な
っ
て
い
た
が
、
今
日

は
子
ど
も
さ
ん
た
ち
が
演
奏
し
て

い
る
の
を
み
た
ら
涙
が
で
る
ほ
ど	

感
動
し
ま
し
た
。」と
う
れ
し
そ
う	

に
話
し
て
く
だ
さ
る
方
も
あ
り
、	

私
た
ち
職
員
も
う
れ
し
く
思
い
ま

し
た
。
ま
た
、
地
域
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
の
方
が
来
ら
れ
園
児
と
の
交

流
を
し
ま
し
た
。
陽
の
あ
た
る

広
々
と
し
た
テ
ラ
ス
か
ら
園
庭
で

遊
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
様
子
を
見
ら

れ
た
り
、
寄
っ
て
く
る
子
ど
も
た

ち
と
手
遊
び
を
し
た
り
お
話
を
し

た
り
さ
れ
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
園
舎
に
な
り
快
適
な
環
境
の

中
で
保
育
で
き
る
事
に
感
謝
す
る

と
共
に
、
こ
の
長
者
原
の
地
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
保
育
園
と
し
て

位
置
づ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

地
域
の
方
々
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深

め
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
も
お
借

り
し
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
心
豊

か
で
、
た
く
ま
し
い
子
ど
も
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

よ
う
こ
そ
し
ら
ゆ
り
保
育
園
へ
～
地
域
と
の
か
か
わ
り
の
中
で
育
ま
れ
る
も
の
～

児童福祉施設　しらゆり保育園

地域のみなさんよろしくお願いいたします！

芝生でゴロゴロ…気持ちいいね！

おいしいごちそうできるかな…
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現
在
、
国
に
よ
っ
て
保
育
所
保

育
指
針
の
改
定
作
業
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
幼
稚
園
教
育
要
領
と

の
整
合
性
や
、
小
学
校
以
降
の
教

育
で
重
視
さ
れ
る
資
質
・
能
力
と

の
接
続
を
図
る
た
め
の
、「
幼
児

期
の
終
わ
り
ま
で
に
育
っ
て
ほ
し

い
10
の
姿
」
を
念
頭
に
置
く
よ
う

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
し
ら
ゆ
り
第
２
保
育

園
で
は
10
の
姿
の
一
つ
「
思
考
力

の
芽
生
え
」
に
焦
点
を
当
て
た
保

育
に
つ
い
て
日
々
の
実
践
の
中
で

考
え
て
き
ま
し
た
。

　

み
ん
な
で
育
て
た
ピ
ー
マ
ン

と
パ
プ
リ
カ
が
た
く
さ
ん
収
穫

で
き
、「
ど
う
や
っ
て
食
べ
よ
う

か
？
」
と
子
ど
も
達
と
相
談
し
ま

し
た
。

１
時
限
目
【
話
し
合
い
】

　

た
こ
や
き
・
サ
ラ
ダ
・
ピ
ザ
・

ス
ー
プ
・
ピ
ー
マ
ン
丼
・
ケ
ー
キ
・

ジ
ュ
ー
ス
・
ア
イ
ス
・
ゼ
リ
ー
ｅ

ｔ
ｃ
…
ピ
ー
マ
ン
料
理
の
ア
イ
デ

ア
が
た
く
さ
ん
出
た
中
で
多
数
決

を
と
り
、
ピ
ー
マ
ン
ピ
ザ
・
ピ
ー

マ
ン
ア
イ
ス
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

ど
う
や
っ
て
作
る
か
を
話
し
合

い
「
給
食
の
先
生
に
聞
く
」「
家

の
本
で
調
べ
て
く
る
」「
ス
マ
ホ

で
調
べ
る
」
等
の
意
見
が
出
ま
し

た
。

２
時
限
目
【
準
備
】

　

子
ど
も
達
自
身
が
給
食
の
先
生

に
、
材
料
、
作
り
方
を
聞
き
に
行

き
、
ノ
ー
ト
に
メ
モ
を
と
り
、
担

任
が
調
べ
た
レ
シ
ピ
と
合
わ
せ
て

ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
記
入
し
確
認

し
あ
い
ま
し
た
。

　

次
に
何
を
持
っ
て
来
た
ら
い
い

の
か
を
話
し
合
い
ま
し
た
。「
エ

プ
ロ
ン
」「
マ
ス
ク
」「
三
角
巾
」

「
手
袋
」
な
ど
必
要
な
物
は
各
自

が
持
っ
て
く
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

３
時
限
目
【
調
理
】

　

ピ
ー
マ
ン
ピ
ザ
づ
く
り
の
様
子
。

（1）　

�

薄
力
粉
・
強
力
粉
を
ス
ケ
ー

ル
で
計
り
な
が
ら
慎
重
に
入

れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
　

�「
３
０
０
だ
よ
」「
サ
ン
、
ゼ

ロ
ゼ
ロ
？
」
と
量
り
の
メ
モ

リ
を
見
る
人
、
粉
を
入
れ
る

人
に
役
割
を
分
担
。
微
調
整

は
、
ス
プ
ー
ン
で
粉
を
足
し

た
り
、
袋
に
戻
し
た
り
し
て

い
ま
し
た
。
水
も
子
ど
も
達

で
軽
量
カ
ッ
プ
を
使
い
量
っ

て
入
れ
ま
し
た
。

（2）　

�

ピ
ー
マ
ン
の
向
き
、
包
丁
の

角
度
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
試

し
、
切
る
子
が
多
か
っ
た
で

す
。「
今
ど
こ
？
」
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
の
手
順
を（
工
程
）

担
任
に
確
認
。
友
達
と
話
し

進
め
る
子
も
い
ま
し
た
。

（3）　

�

こ
ね
た
生
地
を
ね
か
せ
る
時	

発
酵
し
て
膨
ら
み
続
け
る
ピ	

ザ
生
地
に
目
が
離
せ
ず
、「
ぷ	

っ
く
り
耳
が
出
て
き
た
！
」
と

何
故
膨
ら
む
の
か
を
考
え
な

が
ら
子
ど
も
達
は
興
味
津
々

で
見
て
い
ま
し
た
。
完
成
し

た
ピ
ザ
を
子
ど
も
た
ち
は
大

喜
び
で
食
べ
て
い
ま
し
た
。

事
例
か
ら　

あ
か
ゆ
り
組（
５
歳

児
）の
ピ
ー
マ
ン
ク
ッ
キ
ン
グ

乳
幼
児
期
の
「
思
考
力
の
芽
生
え
」
を

と
ら
え
る
保
育
を
め
ざ
し
て

児童福祉施設　しらゆり第２保育園

自分たちで計量したり、混ぜたり…

「菌が生きているの？」「息をしてる？」と
不思議そう

完成したピーマンピザ

保
育
を
振
り
返
っ
て

　

ピ
ー
マ
ン
は
子
ど
も
に
と
っ
て

少
々
苦
手
な
食
材
だ
っ
た
の
で
、

活
動
の
盛
り
上
が
り
に
欠
け
る
の

で
は
？
と
思
い
ま
し
た
が
、
子
ど

も
が
自
分
達
で
考
え
、
分
量
調
節

な
ど
を
す
る
中
で
、
役
割
に
責
任

を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
食
材
の
調

理
さ
れ
て
い
く
工
程
で
の
変
化
、

自
分
の
役
割
が
あ
る
こ
と
で
よ
り

主
体
的
に
動
け
て
良
か
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
思
い
に
寄
り
添
い
、

環
境
や
タ
イ
ム
リ
ー
な
援
助
な
ど

を
さ
ら
に
工
夫
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
子
ど
も
の
思
考
力
の
芽
生
え

を
引
き
出
し
高
め
る
保
育
の
あ
り

方
に
つ
い
て
今
後
も
深
く
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
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し
ら
ゆ
り
第
３
保
育
園
で
は
、

昨
年
度
か
ら
、
朝
の
朝
礼
、
職
員

会
、
園
内
研
修
、
研
修
会
報
告
会

に
正
規
職
員
・
臨
時
職
員
の
全
職

員
が
参
加
し
、
一
人
ひ
と
り
の
職

員
が
保
育
士
と
し
て
平
等
に
保
育

力
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
努

め
て
い
ま
す
。

　

朝
礼
は
、
短
い
時
間
で
す
が
、

そ
の
日
の
行
事
・
来
客
・
研
修
会

参
加
・
職
員
体
制
・
ア
レ
ル

ギ
ー
食
の
確
認
・
そ
の
他
気

づ
き
や
連
絡
事
項
な
ど
を
簡

潔
に
伝
達
し
ま
す
。
ど
の
職

員
が
参
加
し
て
も
、
責
任
を

持
っ
て
、
ク
ラ
ス
の
職
員
に

伝
達
を
す
る
習
慣
が
つ
き
、

園
内
の
こ
と
が
、
全
職
員
に

伝
わ
り
、
来
ら
れ
た
お
客
様

に
対
す
る
挨
拶
や
対
応
な
ど

も
き
ち
ん
と
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

園
内
研
修
で
は
、
外
部
研

修
に
参
加
し
た
職
員
が
、
親

学
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
プ
や
音
楽

あ
そ
び
・
運
動
あ
そ
び
な
ど
、

回
覧
の
み
で
な
く
実
践
報
告
を
し

て
、
園
全
体
で
学
び
合
う
こ
と
で

保
育
に
活
か
せ
る
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
年
に
２
回
は
、
手

洗
い
や
嘔
吐
物
処
理
の
仕
方
な
ど

保
健
衛
生
面
で
の
実
技
講
習
を
行

い
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
よ
う
に

再
確
認
し
て
い
ま
す
。
毎
月
行
っ

て
い
る
救
急
蘇
生
法
は
グ
ル
ー
プ

で
行
い
、
手
順
を
数
人
で
確
認
し

あ
い
な
が
ら
、
蘇
生
法
が
間
違
い

な
く
行
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
保
育
所
指
針
で
も

重
要
と
さ
れ
て
い
る
「
保
育
所
職

員
に
求
め
ら
れ
る
専
門
性
と
人
間

性
」
に
つ
い
て
各
ク
ラ
ス
一
人
ひ

と
り
が
付
箋
に
書
き
留
め
、
ク
ラ

ス
で
話
し
あ
い
、
意
見
交
換
し
、

ま
と
め
て
園
全
体
で
発
表
し
あ
い

ま
し
た
。
ま
た
、
そ
の
結
果
に
つ

い
て
、
松
江
市
の
保
育
専
門
指
導

員
の
安
達
和
美
先
生
に
ご
助
言
い

た
だ
き
ま
し
た
。
職
員
間
で
、
子

ど
も
や
保
育
者
と
し
て
の
自
分
自

身
、
そ
し
て
保
育
に
つ
い
て
語
り

合
う
中
で
、
他
の
職
員
の
気
持
ち

や
意
見
を
聞
い
た
り
、
ク
ラ
ス
で

ま
と
め
た
り
、
ま
た
そ
れ
を
園
全

体
の
職
員
で
共
有
す
る
こ
と
で
自

分
達
に
足
り
な
か
っ
た
こ
と
や
大

切
に
し
た
い
こ
と
を
再
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
個
々
の
職

員
は
、
年
齢
、
知
識
、
経
験
年
数

等
に
違
い
が
あ
り
、
個
性
や
、
価

値
感
、
感
じ
方
、
捉
え
方
も
違
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
ん
な
一
人
ひ

と
り
が
語
り
合
え
る
こ
と
が
一
人

ひ
と
り
の
保
育
士
と
し
て
の
資
質

を
向
上
さ
せ
、
園
全
体
が
高
ま
っ

て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　

子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
尊
重

を
念
頭
に
お
い
て
、
全
職
員
が
自

己
研
鑽
を
図
り
、
さ
ら
に
保
育
園

全
体
が
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
出
来
る

よ
う
に
、
情
報
を
共
有
し
、
共
通

意
識
を
高
め
な
が
ら
、
保
育
士
と

し
て
の
資
質
向
上
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

保
育
士
の
資
質
向
上
を
目
指
し
て
…

児童福祉施設　しらゆり第３保育園

園内救急蘇生法研修
グループごとに手順を確認し、連携プレーの演習をします

ＫＪ法ワークショップによる園内研修の様子
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当
園
の
さ
さ
ゆ
り
組（
４
歳
児
）	

・
あ
か
ゆ
り
組
（
５
歳
児
）
の
園

児
の
中
に
は
、
描
画
活
動
に
お
い

て
自
分
の
世
界
に
入
り
込
ん
で
納

得
す
る
ま
で
描
こ
う
と
す
る
子
、

描
く
こ
と
に
自
信
が
な
く
、
な
か

な
か
描
き
出
せ
な
い
子
や
ど
の
よ

う
に
形
に
し
て
よ
い
の
か
困
っ
て

い
る
子
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
姿
が
あ

り
ま
し
た
。

　
「
描
画
活
動
を
通
し
て
自
分
の

思
い
を
伝
え
た
い
、
聴
い
て
ほ
し

い
と
い
う
強
い
気
持
ち
を
持
っ
て

ほ
し
い
」「
想
像
し
た
こ
と
を
自

分
な
り
に
表
現
し
て
ほ
し
い
」
と

い
う
願
い
を
持
っ
て
描
画
活
動
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か

し
、
題
材
が
年
令
に
合
わ
ず
、
担

任
の
思
い
が
先
行
し
て
し
ま
っ
た

り
、
導
入
の
工
夫
が
足
り
な
か
っ

た
り
と
、
担
任
の
迷
い
な
ど
か
ら

子
ど
も
た
ち
は
何
を
描
け
ば
い
い

か
困
っ
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。

　

六
月
と
九
月
に
、
大
阪
か
ら
造

形
の
講
師
、
舟
井
先
生
を
お
迎
え

し
描
画
指
導
を
受
け
ま
し
た
。「
ど

の
子
に
も
描
く
力
を
つ
け
さ
せ
る

為
に
、
成
功
率
１
０
０
％
の
テ
ー

マ
を
見
つ
け
る
こ
と
が
大
切
」
と

教
え
て
頂
き
、
子
ど
も
た
ち
の
取

り
組
み
や
す
い
「
お
話
の
絵
」
を

描
く
機
会
を
多
く
持
つ
よ
う
に
し

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
絵
本
を

見
な
が
ら
描
き
た
い
場
面
を
話
し

合
う
こ
と
で
、
担
任
と
し
て
「
こ

の
場
面
を
描
い
て
ほ
し
い
」
と
い

う
気
持
ち
が
持
て
、
担
任
の
迷
い

が
な
く
な
る
と
同
時
に
子
ど
も
た

ち
は
描
き
た
い
こ
と
が
イ
メ
ー
ジ

で
き
る
よ
う
に
な
り
、「
描
く
こ

と
っ
て
楽
し
い
な
」
と
思
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
よ
う
に
感
じ
ま

す
。

　

ま
た
、
題
材
や
道
具
な
ど
は
、

保
育
者
が
責
任
を
持
っ
て
提
供
す

る
こ
と
や
具
体
的
な
声
の
か
け
方

や
ア
ド
バ
イ
ス
の
仕
方
な
ど
を
教

わ
り
「
○
○
ち
ゃ
ん
の
絵
は
こ
こ

が
ス
テ
キ
だ
ね
」
な
ど
、
一
人
一

人
を
認
め
る
こ
と
で
、
自
信
を

持
っ
て
描
き
込
ん
で
い
く
姿
が
増	

え
て
き
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。	

　

保
育
者
の
姿
勢
が
変
わ
る
こ
と

で
子
ど
も
の
姿
が
、
描
く
絵
が
変

わ
っ
て
い
っ
た
こ
と
は
と
て
も
嬉

し
い
こ
と
で
あ
り
、
保
育
者
と
し

て
も
自
信
が
つ
き
描
画
活
動
が
よ

り
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
又
、
子
ど
も
が
描
い
た
絵
を

見
て
ほ
し
い
、
聴
い
て
ほ
し
い
と

い
う
思
い
が
出
て
き
た
こ
と
で
、

親
子
で
の
会
話
や
保
護
者
と
担
任

の
会
話
も
増
え
、
描
画
活
動
を
通

し
て
子
ど
も
や
保
護
者
と
の
信
頼

関
係
が
築
け
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
継
続
す

る
こ
と
が
園
の
子
育
て
目
標
に
つ

な
が
っ
て
い
く
こ
と
だ
と
再
確
認

し
ま
し
た
。

心
豊
か
な
子
を
育
む
保
育

（
自
信
を
持
っ
て
表
現
す
る
子
を
目
指
し
て
）

児童福祉施設　しらゆり千鳥保育園

「リレーがたのしかったが！！体育館の床はちゃいろだったわ」
「そうそうはたもあったよ」とうんどうかいのことを思い出しな
がら描いています（あかゆり組）

おはなし「ねずみのいもほり」の絵を描きました。いろいろ
な形の芋を、ねずみさんがひっぱています（ささゆり組）

講師の舟井先生を囲んで討議会
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秋
も
深
ま
る
十
月
の
終
わ
り
、
私

達
六
名
は
出
雲
空
港
を
出
発
、羽
田
、

成
田
と
乗
り
継
ぎ
九
時
間
三
十
分
を

か
け
日
本
か
ら
一
番
近
い
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヘ
ル
シ
ン
キ

国
際
空
港
に
到
着
し
ま
し
た
。
そ
こ

は
思
っ
て
い
た
ほ
ど
の
寒
さ
は
感
じ

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
す
ぐ
に
目

に
入
っ
た
の
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
を
象

徴
す
る
ブ
ラ
ン
ド
の
マ
リ
メ
ッ
コ
を

機
体
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
飛
行
機
で
し

た
。
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
に
到
着
し
た
こ

と
を
実
感
し
た
瞬
間
で
し
た
。
そ
こ

か
ら
さ
ら
に
、
空
路
で
三
時
間
半
近

く
か
け
て
視
察
先
の
保
育
園
が
あ
る

ロ
ヴ
ァ
ニ
エ
ミ
の
空
港
へ
到
着
し
ま

し
た
。
北
緯
六
十
六
度
に
位
置
す
る

と
こ
ろ
だ
け
に
、
降
っ
て
は
い
な
い

も
の
の
道
路
に
は
雪
が
み
ら
れ
防
寒

着
な
し
で
は
耐
え
ら
れ
な
い
寒
さ
で

し
た
が
、
雪
景
色
の
中
に
見
る
ト
ナ

カ
イ
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
輝
き

は
寒
さ
も
忘
れ
る
ほ
ど
の
素
晴
ら
し

さ
で
し
た
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
共
和
国
は
ス
カ
ン

ジ
ナ
ビ
ア
半
島
の
内
側
、
バ
ル
ト
海

の
一
番
奥
に
位
置
す
る
国
で
す
。
東

に
ロ
シ
ア
、
西
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

北
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
と
国
境
を
接
し
ま

す
。
北
緯
六
十
度
か
ら
七
〇
度
に
わ

た
り
南
北
に
細
長
い
国
の
三
分
の
一

は
北
極
圏
内
に
位
置
し
、
国
土
の

六
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
森
、
一
〇

パ
ー
セ
ン
ト
が
湖
沼
と
河
川
か
ら
な

る
た
め
『
森
と
湖
の
国
』
と
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
国
土
面
積
は
日
本
よ
り

や
や
小
さ
く
三
十
三
万
八
千
㎢
で
人

口
は
約
五
百
四
十
五
万
人
で
す
。
日

本
と
の
時
差
は
マ
イ
ナ
ス
七
時
間
。

但
し
三
月
の
最
終
日
曜
日
か
ら
十
月

の
最
終
日
曜
日
ま
で
は
サ
マ
ー
タ
イ

ム
で
時
差
は
一
時
間
早
ま
り
ま
す
。

北
極
圏
以
北
で
は
夏
、
太
陽
が
全
く

沈
ま
な
い
白
夜
が
訪
れ
最
北
部
で
は

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
島
根　
和
田　
栄
治

い
や
し
の
館　
　
　
　
　
岩
田　
洋
子

詔
光
の
里　
　
　
　
　
　
山
本　
保
恵

ナ
イ
ス　
　
　
　
　
　
　
小
林
絵
里
子

し
ら
ゆ
り
第
２
保
育
園　
恩
田　
由
美

し
ら
ゆ
り
保
育
園　
　
　
坂
本　
優
紀

『
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
っ
て

こ
ん
な
国
』
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七
三
日
間
続
き
ま
す
。
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
主
要
産
業
は
、
森
林
業
、
金

属
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
、
情
報
・

通
信
技
術
の
三
つ
で
す
。
ま
た
、
社

会
福
祉
制
度
の
充
実
し
た
国
で
も
あ

り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
も
家
族

政
策
に
力
が
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

誠
実
で
あ
り
、
個
人
を
大
切
に
し
シ

ン
プ
ル
な
生
活
を
好
む
の
が
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
人
の
特
徴
だ
そ
う
で
す
。
ま

た
、
国
家
と
し
て
個
人
の
自
由
を
促

進
し
、
友
好
関
係
を
築
く
こ
と
に
高

い
価
値
を
置
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

日
本
人
の
性
格
と
似
て
お
お
ら
か

で
、
大
人
し
く
、
シ
ャ
イ
な
人
が
多

い
そ
う
で
、
な
ん
だ
か
親
近
感
が
わ

き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
視
察
旅

行
で
も
何
度
か
行
く
先
を
尋
ね
る
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
が
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
の
人
達
は
み
ん
な
丁
寧
に
英
語
で

教
え
て
下
さ
る
親
切
な
人
ば
か
り
で

助
か
り
ま
し
た
。（
公
用
語
は
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
語
と
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
語
で

す
が
、
英
語
を
話
せ
る
人
も
多
い
そ

う
で
す
。）

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
、
幼
児
教
育

機
関
は
一
本
化
さ
れ
て
お
り
、
日
本

の
よ
う
に
保
育
園
、
幼
稚
園
と
い
っ

た
よ
う
に
分
か
れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

し
て
、
法
律
上
、
保
護
者
が
保
育
園

へ
の
入
園
を
希
望
す
れ
ば
必
ず
入
園

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
待
機

児
は
い
な
い
そ
う
で
す
。
制
度
の
違	

い
こ
そ
あ
れ
待
機
児
ゼ
ロ
と
い
う
の

は
日
本
か
ら
す
れ
ば
う
ら
や
ま
し
く

思
う
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。
私
達
が
見
学
さ
せ
て
頂

い
た
ラ
ン
タ
ヴ
ィ
テ
ィ
カ
ン
保
育
園

は
首
都
ヘ
ル
シ
ン
キ
か
ら
北
に
約

八
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
先
に
あ
る
ロ
ヴ	

ァ
ニ
エ
ミ
と
い
う
都
市
に
あ
り
ま
す
。	

ロ
ヴ
ァ
ニ
エ
ミ
に
は
公
立
、
私
立
合

わ
せ
て
三
十
五
ヶ
所
の
保
育
園
が
あ

り
ま
す
。
保
育
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ

の
園
で
独
自
の
も
の
が
あ
り
ま
す

が
、
私
立
の
保
育
園
で
あ
っ
て
も
市

が
サ
ー
ビ
ス
を
買
い
取
っ
て
い
る
の

で
保
育
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
同
じ

よ
う
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
そ
う

で
す
。
保
育
時
間
は
午
前
六
時
か
ら

午
後
十
時
ま
で
で
、
土
曜
、
日
曜
日

は
休
み
と
の
こ
と
。
但
し
、
市
内
で

二
ヶ
所
は
土
、
日
曜
日
も
開
所
し
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
。
五

月
三
十
一
日
か
ら
八
月
中
旬
ま
で
は

夏
休
み
に
な
る
そ
う
で
す
。
午
後
十

時
ま
で
の
保
育
時
間
に
は
驚
き
ま
し

た
が
、
実
際
の
利
用
状
況
と
し
て

は
午
後
四
時
ま
で
の
迎
え
が
ほ
と
ん

ど
だ
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
保
護
者

の
勤
務
先
の
就
労
時
間
に
関
係
し
て

い
る
た
め
で
、
家
族
と
の
時
間
を
大

切
に
す
る
お
国
が
ら
を
感
じ
る
と
同

時
に
家
族
と
の
触
れ
合
い
の
時
間
が

少
な
く
な
っ
て
い
る
日
本
と
の
違
い

を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
保
育
料
は
、
何
日
、
何
時
間
利

用
し
た
か
と
保
護
者
の
所
得
に
よ
っ

て
決
ま
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
ま

た
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
も
不
況
の
あ

お
り
を
受
け
失
業
率
が
高
く
な
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
保
護
者
が

失
業
中
で
あ
っ
た
り
学
生
で
あ
る
場

『
ラ
ン
タ
ヴ
ィ
テ
ィ
カ
ン

保
育
園
視
察
』

ヘルシンキにある北欧最大のロシア正
教会の寺院“ウスペンスキー大聖堂”

保育園の子どもたちが歌や踊りを楽しそうに披露してくれました

布の壁面や木のぬくもりに包まれた温かみのある保育園の保育室
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合
は
保
育
料
も
無
料
に
な
る
そ
う
で

す
。
入
所
年
齢
は
九
ヶ
月
か
ら
就
学

前
ま
で
。
但
し
、
就
学
前
は
新
学
期

の
始
ま
る
八
月
中
旬
か
ら
園
と
は
違

う
場
所
に
あ
る
プ
レ
ス
ク
ー
ル
と
い

う
所
に
通
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
職
員
構
成
と
し
て
は
、
保

育
助
手
（
資
格
な
し
）、保
育
士
（
専

門
学
校
三
年
）、
保
育
教
諭
（
四
年

生
大
学
）
か
ら
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　

国
の
基
準
で
あ
る
保
育
士
定
数
は

四
歳
未
満
の
子
ど
も
四
人
に
対
し
て

保
育
者
一
人
、
四
歳
以
上
の
子
ど

も
は
七
人
に
対
し
て
保
育
者
一
人

と
、
日
本
に
比
べ
て
か
な
り
緩
や
か

で
満
た
さ
れ
た
人
員
配
置
だ
と
感
じ

ま
し
た
。
逆
に
視
察
先
の
園
か
ら
日

本
の
保
育
士
定
数
を
聞
か
れ
答
え
る

と
「
大
変
で
す
ね
。」
と
言
わ
れ
た

こ
と
も
印
象
的
で
し
た
。
視
察
先
の

保
育
園
の
保
育
方
針
は
『
子
ど
も
の

健
康
、
安
全
を
考
え
成
長
を
見
守
っ

て
い
く
、
た
く
さ
ん
遊
ば
せ
る
こ
と

で
学
び
に
つ
な
げ
て
い
く
、
保
護
者

と
の
連
携
を
心
が
け
温
か
い
愛
情
の

こ
も
っ
た
保
育
』
と
い
う
こ
と
で
こ

れ
は
日
本
と
共
通
す
る
部
分
を
お
お

い
に
感
じ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
ク
ラ

ス
の
名
前
に
は
赤
キ
ツ
ネ
、
金
キ
ツ

ネ
と
い
っ
た
風
に
全
て
キ
ツ
ネ
の
名

前
が
つ
い
て
い
ま
し
た
。
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド
で
は
オ
ー
ロ
ラ
の
こ
と
を
狐
火

と
い
う
そ
う
で
す
。
オ
ー
ロ
ラ
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
ロ
ヴ
ァ
ニ
エ
ミ
な

ら
で
は
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
だ
と
思
い
ま

し
た
。
各
保
育
室
の
他
に
、
遊
戯
室

や
製
作
室
、
絵
画
室
、
食
事
ル
ー
ム

な
ど
の
部
屋
が
あ
り
ま
す
。
ど
の
部

屋
も
子
ど
も
た
ち
の
作
品
が
飾
ら

れ
、
保
育
者
の
環
境
構
成
に
よ
り
家

庭
の
よ
う
な
温
か
み
を
感
じ
ま
し

た
。
ま
た
、
防
犯
の
た
め
保
育
園
内

に
は
数
ヶ
所
防
犯
カ
メ
ラ
が
と
り
つ

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
食
事
は
、
こ

の
園
を
含
め
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
保
育

園
で
は
全
て
朝
食
と
昼
食
を
提
供
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
朝
食

の
提
供
と
い
う
の
は
保
護
者
に
と
っ

て
は
助
か
る
サ
ー
ビ
ス
だ
と
思
い
ま

す
が
、
家
族
と
と
る
食
事
の
時
間
が

少
な
く
な
る
こ
と
を
考
え
る
と
ど
う

な
の
だ
ろ
う
と
疑
問
を
感
じ
る
所
も

あ
り
ま
し
た
。
保
育
内
容
は
外
遊
び

や
、
自
然
物
に
触
れ
た
遊
び
、
造
形

活
動
、
ご
っ
こ
遊
び
な
ど
多
岐
に
わ

た
っ
て
い
ま
し
た
。
外
遊
び
に
つ
い

て
は
、
冬
は
マ
イ
ナ
ス
二
十
度
に
な

る
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
が
、
全
年

齢
の
子
が
防
寒
を
し
て
必
ず
一
日

三
十
分
か
ら
一
時
間
取
り
入
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
こ
れ
で
肺
が
鍛
え
ら

れ
丈
夫
な
体
作
り
に
つ
な
が
っ
て
い

く
そ
う
で
す
。
ま
た
、
三
、四
月
は

か
な
り
日
差
し
が
強
い
た
め
乳
児
で

あ
っ
て
も
サ
ン
グ
ラ
ス
を
着
用
す
る

そ
う
で
す
。見
学
に
来
た
私
達
に
三
、

四
歳
児
の
子
ど
も
達
が
ゲ
ー
ム
や

歌
、
踊
り
、
表
現
遊
び
な
ど
を
発
表

し
て
く
れ
ま
し
た
。
中
に
は
日
本
で

も
お
馴
染
み
の
曲
も
あ
っ
た
り
し
ま

し
た
。
ど
こ
の
国
で
も
子
ど
も
達
の

表
現
は
変
わ
ら
ず
、
か
わ
い
ら
し
い

そ
の
表
現
に
心
癒
さ
れ
る
ひ
と
時
で

し
た
。
ま
た
、
こ
の
園
の
視
察
に
あ

た
り
、
園
長
先
生
が
中
心
に
説
明
や

案
内
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
が
、
こ

の
保
育
園
に
子
ど
も
を
預
け
て
お
ら

れ
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
在
住
の
日
本
人

の
方
か
ら
も
保
護
者
の
立
場
か
ら
お

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
保

育
内
容
や
サ
ー
ビ
ス
、
保
育
者
と
の

関
係
に
も
満
足
し
て
お
り
、
安
心
し

て
子
ど
も
達
を
預
け
て
お
ら
れ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
保
育
園
の
視

察
を
通
し
て
社
会
制
度
の
仕
組
み
の

違
い
は
あ
れ
子
ど
も
の
よ
り
良
い
育

ち
と
家
庭
の
支
援
に
つ
い
て
は
共
通

の
理
念
や
思
い
を
持
っ
て
保
育
し
て

お
ら
れ
る
の
だ
と
感
じ
、
良
い
刺
激

と
な
り
自
分
達
の
仕
事
に
携
わ
っ
て

い
く
意
欲
に
つ
な
が
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　

ロ
ヴ
ァ
ニ
エ
ミ
市
中
心
街
か
ら
北

東
へ
八
キ
ロ
の
所
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
地

方
に
は
一
年
中
ク
リ
ス
マ
ス
ム
ー
ド

に
包
ま
れ
た
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
村
が	

『
ロ
ヴ
ァ
ニ
エ
ミ
市
内
の

視
察
』

広く遊具もたくさんある保育園の庭には雪もたくさ
ん…

１年中フィンランド全国で食べられているという 
ヘルシーなトナカイの肉料理
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あ
り
ま
す
。。
北
極
圏
の
境
界
線
が

通
る
場
所
で
も
あ
り
、
周
囲
を
森
に

囲
ま
れ
た
幻
想
的
な
小
さ
な
村
は
ま

さ
に
極
寒
の
お
と
ぎ
の
国
の
よ
う
で

す
。
視
察
二
日
目
、
私
達
も
こ
の
村

を
訪
れ
サ
ン
タ
さ
ん
と
出
会
い
ま
し

た
。
サ
ン
タ
さ
ん
は
世
界
各
国
の
言

語
が
堪
能
だ
そ
う
で
私
達
も
日
本
語

で
会
話
を
楽
し
ま
せ
て
も
ら
い
、
サ

イ
ン
も
頂
き
ま
し
た
。
気
持
ち
は
子

ど
も
に
戻
り
楽
し
ま
せ
て
い
頂
き
ま

し
た
。
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
村
か
ら
は

村
限
定
の
消
印
を
押
し
て
サ
ン
タ
さ

ん
か
ら
の
手
紙
を
届
け
て
も
ら
え
る

所
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
ク
リ

ス
マ
ス
に
向
け
て
配
属
先
の
保
育
園

の
子
ど
も
達
に
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の

手
紙
を
送
り
ま
し
た
。
ク
リ
ス
マ
ス

会
当
日
、
サ
ン
タ
さ
ん
か
ら
の
手
紙

に
園
の
子
ど
も
た
ち
は
喜
ん
で
く

れ
、
う
れ
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
と
い
え
ば
オ
ー
ロ

ラ
も
有
名
で
す
が
、
そ
の
夜
は
オ
ー

ロ
ラ
ス
ポ
ッ
ト
と
言
わ
れ
る
場
所

へ
オ
ー
ロ
ラ
鑑
賞
に
で
か
け
ま
し

た
。
ス
キ
ー
ウ
エ
ア
―
を
身
に
ま
と

い
完
全
防
備
で
バ
ス
に
乗
り
オ
ー
ロ

ラ
ス
ポ
ッ
ト
と
言
わ
れ
る
街
か
ら
離

れ
た
雪
の
あ
る
平
原
へ
向
か
い
ま
し

た
。
オ
ー
ロ
ラ
の
出
現
を
待
ち
な
が

ら
、
薪
火
を
囲
ん
で
ガ
イ
ド
さ
ん
の

英
語
で
の
オ
ー
ロ
ラ
の
話
を
聞
き
ま

し
た
。
英
語
で
の
話
の
理
解
は
難
し

く
、
残
念
な
が
ら
そ
の
夜
は
オ
ー
ロ

ラ
を
見
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
ラ
ッ
プ
ラ
ン
ド
の
伝
統
的
住

居
を
見
学
し
た
り
、街
灯
か
ら
離
れ
、

静
け
さ
と
闇
が
広
が
る
平
原
で
焚
火

を
囲
ん
で
オ
ー
ロ
ラ
の
出
現
を
待
つ

と
い
う
な
か
な
か
で
き
な
い
体
験
は

貴
重
な
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。

　

視
察
三
日
目
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
最
北
の
動
物
園
『
ラ
ヌ
ア
動
物

園
』
に
行
き
ま
し
た
。
ロ
ヴ
ァ
ニ
エ

ミ
の
街
か
ら
約
八
十
キ
ロ
先
に
あ
り

ま
す
。
こ
こ
で
は
北
極
圏
に
住
む
約

五
十
種
類
の
野
生
動
物
達
が
飼
育
さ

れ
て
お
り
、
ト
ナ
カ
イ
や
熊
な
ど
の

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
お
馴
染
み
の
動
物
か

ら
オ
オ
ヤ
マ
ネ
コ
や
ク
ズ
リ
、
オ
オ

カ
ミ
な
ど
の
希
少
な
動
物
と
も
出
会

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ラ
ヌ
ア
は
森

の
一
部
を
そ
の
ま
ま
動
物
園
に
し
た

よ
う
な
場
所
で
、
園
内
に
は
木
の

遊
歩
道
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お
り
、

巡
っ
て
行
け
ば
動
物
達
を
一
通
り
見

ら
れ
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

自
然
の
中
を
歩
き
な
が
ら
動
物
達
を

見
て
歩
く
の
は
気
持
ち
が
よ
か
っ
た

で
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動

物
に
広
い
土
地
が
与
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
か
、
心
な
し
か
み
ん

な
の
び
の
び
し
て
い
る
印
象
で
し

た
。
動
物
に
配
慮
し
た
つ
く
り
に

な
っ
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

日
本
だ
っ
た
ら
二
重
に
囲
っ
た
檻
に

入
れ
ら
れ
て
い
そ
う
な
動
物
が
、
牧

場
に
あ
る
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
柵
に

囲
ま
れ
て
い
る
だ
け
だ
っ
た
り
し
て

手
を
伸
ば
せ
ば
触
れ
る
位
近
い
も
の

も
あ
り
ま
し
た
。
ト
ナ
カ
イ
な
ど
お

話
の
世
界
の
動
物
で
し
た
が
本
物
を

真
近
で
み
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
も

感
動
で
し
た
。

　

最
終
日
は
ヘ
ル
シ
ン
キ
に
戻
り
、

ヘ
ル
シ
ン
キ
大
聖
堂
、
ウ
ス
ペ
ン
ス

キ
ー
寺
院
、
テ
ン
ペ
リ
ア
ウ
キ
オ
教

会
な
ど
ヘ
ル
シ
ン
キ
の
顔
と
も
い
え

る
有
名
建
造
物
で
も
あ
る
寺
院
を
巡

り
ま
し
た
。
建
物
の
外
観
の
素
晴
ら

し
さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
寺
院
の

中
に
座
っ
て
い
る
だ
け
で
そ
の
荘
厳

な
た
た
ず
ま
い
と
静
寂
さ
に
心
落
ち

着
く
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

　

福
祉
の
取
り
組
み
の
中
で
、
見
聞

を
広
め
、
様
々
な
情
報
を
取
り
入
れ

活
か
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
昨
今

に
あ
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
福
祉
制
度

の
充
実
し
た
国
へ
の
海
外
研
修
視
察

の
機
会
を
与
え
て
頂
い
た
こ
と
に
、

私
達
は
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
視
察
研
修
で
学
び
感
じ
た
こ

と
を
、
福
祉
施
設
の
職
員
と
し
て
の

糧
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
の
職

務
に
活
か
し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

サンタ村中央部にある北極圏との
境界線（北緯６６度３３分線）

『
研
修
視
察
を
終
え
て
』 ラヌア動物園でホッキョクグマ？！と

ハイ！ポーズ「ガオー」



※掲載の文章、写真などを無断転用・引用することを禁じます。
　また、掲載の氏名、写真は承諾を得て掲載しています。

しらゆり 【第 32 号】平成 29 年２月発行
●発行人／理事長　国頭正治
●編集・発行／社会福祉法人しらゆり会
●制作／株式会社計画設計工房

しらゆり会では、日頃の活動報告や活動予定を
ホームページにて紹介しています。
下記のホームページアドレスからアクセスしてください。

社会福祉法第２条　第２項

第
１
号

生 活 保 護 法
に 規 定 する
救護施設

救護施設　泉の園
松江市矢田町472 TEL.0852-24-3512　FAX.0852-27-6987

第
３
号

老 人 福 祉 法
に 規 定 する
特老､軽費老
人ホーム

特別養護老人ホーム　詔光の里
松江市山代町934-5 TEL.0852-31-4165　FAX.0852-27-6982

特別養護老人ホーム　いやしの館
松江市西川津町733-1 TEL.0852-27-0081　FAX.0852-27-0071

軽費老人ホーム ケアハウス　夢楽の郷
松江市山代町933-9 TEL.0852-31-9036　FAX.0852-31-9038

第
４
号

障 害 者 総 合
支 援 法に規
定 する障 害
者支援施設

障がい者支援施設　希望の園
松江市山代町934-10 TEL.0852-21-0791　FAX.0852-21-2829

障がい者支援施設　光洋の里
境港市渡町2480 TEL.0859-45-5400　FAX.0859-45-5411

社会福祉法第２条　第３項

第
２
号

児 童 福 祉 法
に 規 定 する
保育所

児童福祉施設　しらゆり保育園
松江市大庭町135-1 TEL.0852-22-3803　FAX.0852-60-7132

児童福祉施設　しらゆり第２保育園
松江市西持田町336-5 TEL.0852-23-3340　FAX.0852-60-7131

児童福祉施設　しらゆり第３保育園
松江市矢田町484-6 TEL.0852-26-2356　FAX.0852-60-7130

児童福祉施設　しらゆり千鳥保育園
松江市北田町188-3 TEL.0852-21-3440　FAX.0852-60-7135

第
４
号

老 人 福 祉 法
に 規 定 する
事業

老人・障がい者ホームヘルプサービス事業　ねぎらい
松江市山代町934-5 TEL.0852-31-3328　FAX.0852-27-6982

老人デイサービス事業　きらめき
松江市山代町934-5 TEL.0852-31-3370　FAX.0852-27-6982

第
４
の
２
号

障 害 者 総 合
支 援 法に規
定 する障 害
福 祉 サ ービ
ス事業

就労継続支援Ａ型事業　ワークセンター島根
松江市矢田町250-110 TEL.0852-22-4105　FAX.0852-31-1167

生活介護事業　さざなみ
境港市渡町2480 TEL.0859-45-5407　FAX.0859-45-5411

共同生活援助事業　互助の館
松江市東津田町1324-1
松江市矢田町484-6

TEL.0852-67-3500　FAX.0852-67-3500
TEL.0852-31-8313　FAX.0852-31-8313

相談支援事業所　ねくすと
松江市山代町934-10 TEL.0852-21-5080　FAX.0852-21-2829

社会福祉法第26条　第１項

施
行
令
第
４
条

介 護 保 険 法
に 規 定 する
居 宅 介 護 支
援事業 他

居宅介護支援事業所　ナイス
松江市山代町934-5 TEL.0852-31-3288　FAX.0852-27-6982

訪問看護ステーション　暖心
松江市山代町934-5 TEL.0852-28-0906　FAX.0852-27-6982

http: //www.sirayurikai.or. jp/
時代のニーズに応える、新しい社会福祉づくりに取り組んでいます。

（注）各施設の記載順は社会福祉法に定める事業の順とした

第一種事業 第二種事業 公益事業

社会福祉法人　しらゆり会

統括事務局　松江市山代町 934-5　TEL.0852-21-0789 FAX.0852-27-6985

　昨年は自然災害の多い年でした。まだ災害被

害から復興に向け頑張っておられる皆様に、新

年を迎え良い方向に近づくことを祈っております。

今年は社会福祉法の改正により、４月から大き

く変貌する年になります。福祉事業に携わる我々

が誇りに思える職場を意識し、多くの若い人たち

を含め改めて人とのつながりをさらに大切に考え

て行きたいと思います。

　最後になりましたが、発刊に際しまして、お忙

しい中、原稿作成をしていただきました皆様方に

お礼申し上げます。

社会福祉法人しらゆり会創立 50 周年を記念して、ホ
テル一畑において記念式典と祝賀会を翌日 23 日に
は、ニュースキャスターの辛坊治郎氏をお迎えして記
念講演を開催。島根県知事（代理）、松江市長、境
港市長をはじめ、しらゆり会役員、万寿会関係者、
各施設親族や取引関係者等約 200 名が参加。国頭
正治理事長のあいさつで式典が始まりました。

社会福祉法人しらゆり会創立50周年記念式典
（平成 28 年 11 月 22 日・ホテル一畑）

写真

編集後記


